
問題1
かんぱく とよとみひでよし

関白 豊臣秀吉に「徳川殿は何の宝をお持ちか？」
と聞かれた家康公は、何が私の第一の宝と答えた
でしょうか？

と らい あしかが よしまさ

⑴ 中国より渡来の、足利八代将軍 義政が命名
はつはな

した茶器「初花」
ようとう

⑵ 伊勢国の刀職人が作り、妖刀ともいわれた名
むらまさ

刀「村正」
さん が

⑶ 父祖伝来の地である「三河の山河」
お か しん

⑷ 私のためなら命を惜しまない「家臣たち」

ご じっ き しる

解説 「東照宮御実記」の中に記される有名なエ
ぞん じ

ピソードです。家康公は、「私はご存知の
かたい な か

とおり三河の片田舎に生まれましたので、何も珍し
たくわ

い書画や調度品を貯えており
ません。しかしながら、私の
ためには、水火の中に入って
も命を惜しまない者が五百騎
ほどおります。これこそ家康
の身において第一の宝と思っ
ています。」と答えました。

は

秀吉はいささか恥じらった様
子で、「そのような宝を私も
欲しいものだ」と語ったと記
録されています。

問題2
か も ん

家康公が用いた松平家、徳川家の家紋はどれで
しょうか？

⑴ ⑵ ⑶ ⑷

あおい ゆ らい

解説 「三つ葉葵紋」です。ただし、その由来に
関してはいくつかの説が残されており、確

かなことがわかっているわけではありません。松平
しょうぞう が しょよう じん ば おり

三代 信光の肖像画や、所用の陣羽織の紋から「三つ
つた

葉葵」ではなく「三つ蔦」の家紋であったと考えられ
ます。また七代 清康の肖像画からも同様の家紋が
考えられます。三つ葉葵

げんけい

紋の原型は、昭和34年、
岡崎城の発掘調査で示さ
れた「葉脈のない三つ葉
葵」ではないかと考えら
れます。当時の調査記録
では、「家康公が岡崎城

こうあん

主であった時代に考案さ
れたもの」と記されてい
ます。

豊臣秀吉像（大阪城）
のきがわら

葵紋軒瓦（岡崎城）

解答… ⑷ 解答… ⑴

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

６ ７



問題3
ひっとう

三河武士を代表する徳川四天王。その筆頭といわ
れるのは誰でしょうか？

い い なおまさ さか い ただつぐ

⑴ 井伊直政 ⑵ 酒井忠次
さかきばらやすまさ ほん だ ただかつ

⑶ 榊原康政 ⑷ 本多忠勝

解説 徳川四天王は、家康公の天下平定事業に
こうせき ごう し

大きな功績を残した家臣で、東照宮に合祀
さ ねんれい

された最初の四名を指しています。年齢は酒井忠次
としうえ

が最も年長であり、家康公より15歳年上でした。家
とら

康公が駿府の今川氏のもとに人質として囚われてい
ぶ ぎょうしゅう る す

る間、岡崎奉行衆の一人としてその留守を守ってい
ました。今川義元からの信頼も厚かった様子が史料
から明らかになっています。その後は家臣団の筆頭
として吉田城主になりました。関ヶ原の合戦前に亡
くなっていま
すので、忠次
を除いた三人

さんけつ

を「三傑」など
と表現するこ
ともあります。

問題4

今回の検定テーマは「家康公と三河武士たち」です。
ぶ

家康公と三河武士たちのふるさとであり活躍の舞
たい

台である“三河”とは、現在の何県でしょうか？

⑴ 愛知県 ⑵ 岐阜県
⑶ 静岡県 ⑷ 三重県

解説 愛知県には古代から「三川国」（古事記）が
存在し、中世初めころには「三河国」と表記

や は ぎ す ご う おと

されるようになっていました。矢作川と菅生川（乙
がわ

川）、豊川の三本の川の存在からこのように呼ばれ
るようになったと伝えられますが、明確な根拠はあ

ほ

りません。特に現在の東三河は「穂の国」とも表記さ
りつりょうせい

れていましたが、律令制のもとで三河国府が設置さ
れたことから、「三河国」となりました。愛知県の東
側全域―山と川と海、豊かな自然に恵まれた三河国
は、古代・中
世を通して有
力者が利権を
争う地域に
なっていたこ
とは間違いあ
りません。

たっちゅう せん ぐ いん

酒井忠次肖像画（知恩院塔頭 先求院／京都市） 矢作古川（西尾市）

解答… ⑵ 解答… ⑴

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」
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問題5
りつりょうせい ご き しちどう

律令制では、日本は五畿七道の広域行政区画に分
かれていますが、“三河国”はどの区画（道）に入る
でしょうか？

⑴ 東海道 ⑵ 東山道
⑶ 南海道 ⑷ 北陸道

解説 古代律令制における「五畿七道」とは、朝
廷を中心とした行政区分の呼び方です。「五
き ない や ま と やましろ せっ つ か わ ち

畿」とは「畿内」ともいい、大和、山城、摂津、河内、
い ず み

和泉の五国。現在の奈良県、京都府中南部、大阪府、
兵庫県南東部を合わせた地域です。「七道」とは、東
海道、東山道、北陸道、山陽道、山陰道、南海道、
西海道の七道を指し、「五畿」を中心に放射状に広が
る主街道でした。それぞれの街道は「国府」を結んだ
ルートを形成していたと考えられています。三河国
府は東海道のルート上にあったと考えられます。

問題6
かまくら じゅりつ

鎌倉に武家政権が樹立して約３０年後、源氏の将軍
と だ ご と ば ばく ふ

が途絶えると、後鳥羽上皇は鎌倉幕府を倒そうと
あ じょうきゅう

兵を挙げ、「承久の乱」が起こりました。このとき
の幕府の中心人物は誰だったでしょうか？

かじわらかげとき ふじわらやすひら

⑴ 梶原景時 ⑵ 藤原泰衡
ほうじょうよしとき みなもとの さねとも

⑶ 北条義時 ⑷ 源 実朝

解説 鎌倉幕府は源頼朝によって開かれた武家
政権でしたが、源氏の血筋は三代目の実朝

で途絶えてしまいます。これ以後、政治の実権を握っ
しっけんしょく

たのが、執権職にあった北条義時でした。京都の後
鳥羽上皇はこの機に乗じて、政治の権力を院に取り
戻そうとします。上皇は各地の武士たちに院宣（院
の命令）を発し、鎌倉政権に対抗しようとしますが、
院側に従う武士は少なく、北条義時に従う軍勢は19
万人に膨れ上がったとも伝わります。これは武士の
社会的な地位
を引き上げた
鎌倉幕府への
期待のほうが
勝っていたと
いうことに他
なりません。

日本地図屏風（神戸市博物館） 北条寺（伊豆の国市）

解答… ⑴ 解答… ⑶

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

１０ １１



問題7

承久3年（１２２１）、前問の「承久の乱」で活躍し、そ
あしかがよしうじ

の恩賞として三河国の守護に任じられた足利義氏
が、東国と西国の接点である西三河の支配力を強
化するため一族を配置したのはどの川の流域で
しょうか？

き そ がわ す ごうがわ

⑴ 木曽川 ⑵ 菅生川
とよかわ や はぎがわ

⑶ 豊川 ⑷ 矢作川

解説 矢作川流域は、特に西南部では古来から
しょうえん

貴族や院の荘園が広がっていました。足利
義氏は承久の乱での恩賞として、三河国守護ととも
ぬか た あ お み は ず き らのしょう

に額田郡と碧海郡碧海荘、幡豆郡吉良荘の地頭職に
も任じられ、矢作川流域の領主権を得たということ
になります。特に吉良荘（現在の西尾市域）と碧海荘
（現在の豊田市上郷から岡崎市矢作地域及び六ッ美
地域一帯）については、それぞれ九条家、後鳥羽院
の荘園であり、
義氏はこの地に
一族を配するこ
とでその実質的
な領主権を得る
ことになりまし
た。

問題8

足利一門の中で、前問の川の流域に配置されてい
ないのは何氏でしょうか？

いまがわ き ら

⑴ 今川氏 ⑵ 吉良氏
し ば ほそかわ

⑶ 斯波氏 ⑷ 細川氏

いえうじ

解説 斯波氏は足利義氏の孫・家氏を祖とする
おわりのかみ

一族で、代々、尾張守に任官したことから
「足利尾張家」と呼ばれることもあります。この斯波
氏の六代当主 義重が守護大名 大内義弘の室町幕府

しず

に対する反乱である「応永の乱」を鎮めた武功により、
応永7年（1400）に尾張国の守護となり、その守護代
に任じられたのが織田氏です。今川氏については足
利義氏の子、西条吉
良長氏の二男 国氏
が今川荘を与えられ
て今川性を名乗った
のが始まりです。後
に今川氏と織田氏の
争いが戦国の世を大
きく変える原点にな
るということも興味
深いですね。

今川氏発祥の地（西尾市）
れんしょういん

細川氏の墓（蓮性院／岡崎市細川町）

解答… ⑷ 解答… ⑶

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

１２ １３



問題9
ご だい ご

承久の乱から１１２年後の元弘3年（１３３３）、後醍醐
天皇により鎌倉幕府は滅亡します。このとき、京
ろく は ら たんだい たかうじ

の六波羅探題を攻めたのは足利尊氏でしたが、鎌
ほん け すじ

倉攻めを行い北条氏を倒した徳川家の本家筋にあ
たる武将は誰でしょうか？

ただよし きたばたけちかふさ

⑴ 足利直義 ⑵ 北畠親房
くすのき まさしげ にっ た よしさだ

⑶ 楠 正成 ⑷ 新田義貞

解説 足利氏も新田氏も、もともとは源義家を
祖とする源氏の一族であった家柄です。し

かし、北条氏執権のもとでは、足利氏は執事として
の地位を与えられて重用されていた反面、新田氏は
冷遇されていました。
後醍醐天皇による北条
氏打倒の際には、新田
義貞は官軍の大将とし
て鎌倉攻めを行います。
鎌倉の北条氏を倒した
義貞は、京都で六波羅
探題を攻め落とした尊
氏とともに、後醍醐天
皇による建武の新政に
参画することになりま
す。

問題10
けん む しんせい はん き ひるがえ

後醍醐天皇の「建武の新政」に反旗を翻した足利尊
いったん

氏は一旦 京都を追われ、九州まで落ち延びます
みなとがわ ひょう ご けんこう べ し

が、巻き返しを図り、湊川の戦い（兵庫県神戸市）
ぶんごのくに

で勝利します。このとき、豊後国（大分県）から従
ふ だい か しん

い、後に三河に入り、松平氏の譜代家臣となった
のは何氏でしょうか？

おおとも

⑴ 大友氏 ⑵ 酒井氏
⑶ 平岩氏 ⑷ 本多氏

解説 本多氏は藤原北家が祖であると伝えられ
ますが、豊後国日高郡本多郷を領したこと

から本多を称するようになりました。南北朝時代、
本多助定の代に九州まで落ち延びた足利尊氏の再起
に従い京に上ります。尊氏が力を盛り返したのは、
豊後国の守護であった大友氏などの協力があったか
らです。尊氏に
従った本多氏は
戦功で室町幕府
の奉公衆となり、
尾張横根郡と粟
飯原郡の地頭と
なります。その
後に三河に移住
したのです。新田義貞像（群馬県太田市） 楠木正成自刃の場所（湊川神社／神戸市）

解答… ⑷ 解答… ⑷

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

１４ １５



問題11

建武3年（１３３６）、足利尊氏は京都に光明天皇を即
のが

位させますが、後醍醐天皇は吉野に逃れたため、
朝廷がふたつ存在する南北朝時代が始まり、この
争乱の中で武士団の大移動がありました。このと

がまごおり

き、現在の三河の豊田、岡崎、蒲郡の市域に移っ
う どの

てきた鈴木氏、鳥居氏、鵜殿氏のルーツに共通す
る地域はどこでしょうか？

⑴ 伊賀国（三重県） 上野
⑵ 加賀国（石川県） 金沢

くま の

⑶ 紀伊国（和歌山県） 熊野
こうづけ

⑷ 上野国（群馬県） 新田

解説 鳥居氏は熊野権現の神職であったと伝わ
り、鎌倉中期（承久の乱以後）には、三河国

矢作郷に来往したと伝えられます。また加茂郡（豊
田市域）に移り住んだ鈴木氏は、熊野本宮関係の藤
白神社の神職を務め
ていたと伝わり、宝
飯郡（蒲郡市域）の鵜
殿氏は熊野新宮の神
職であったと伝えら
れます。いずれも南
北朝の争乱に際し三
河に移り住みました。

問題12
しもつけ う つのみや こうえい

下野国（栃木県）宇都宮氏の後裔（子孫）といわれ、
えちぜん

建武5年（１３３８）、新田義貞が越前国（福井県）で戦
かみ わ だ ごう

死すると、その首を持って三河国上和田郷に移り
ふ だい

住んだと伝わる三河譜代の家は次のどの氏でしょ
うか？

⑴ 天野氏 ⑵ 石川氏
⑶ 大久保氏 ⑷ 米津氏

解説 関東の豪族 宇都宮氏の一族である宇都
やすふじ

宮泰藤は、建武の新政から南北朝時代の初
期にかけて新田義貞に従い各地を転戦しました。義
貞が越前で戦死するとその首を持ち去り、三河国上
和田郷に来往したと伝えられます。その際、現在の
けんとう ほうむ

犬頭神社の一角に義貞の首を葬ったと伝えられ、そ
の首塚が残されています。妙国寺（宮地町）を菩提寺
とし、代々の墓が残ります。後に宇津（宇都）を名乗
り、さらに大久保姓
に改めて松平氏、徳
川氏の重臣として仕
えました。

新田義貞首塚（犬頭神社／岡崎市宮地町）熊野本宮大社（和歌山県田辺市）

解答… ⑶ 解答… ⑶

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

１６ １７



問題13
むろまち しつ じ

室町幕府が成立すると、足利家の執事の一族が三
す ごうごう やかた

河守護になり菅生郷（岡崎市籠田町あたり）に館を
ただよし かんおう

構えますが、足利尊氏の弟 直義と対立した「観応
じょうらん

の擾乱」により滅亡しました。この足利家の執事
とは誰でしょうか？

よしたか き ら ながうじ

⑴ 大島義高 ⑵ 吉良長氏
こう もろなお に き よしなが

⑶ 高 師直 ⑷ 仁木義長

こう し こう く り

解説 高氏はもともとは高句麗からの渡来人が
その祖と伝わり、古代～中世初期において

たかしな

は高階氏を名乗っていました。高階氏は源義家の子
義国とともに下野国に住み、以来、高氏を称して、
義国の二男 義康（足利氏
の祖）に仕えたのです。
義康の孫の足利義氏が三
河守護に任ぜられると、

す ご う

その被官として菅生郷、
ひ ぢか

乙川上流の中山郷や日近
郷を知行地としていまし
た。観応の擾乱で一族が

めい

滅亡すると、師直の姪
みょう あ

明阿により一族の菩提を
そう じ に じ

弔うために「惣持尼寺」が
創建されたのです。

問題14
おお く ぼ ひこ ざ え もんただたか

三河武士 大久保彦左衛門忠教によって書かれた
か くん

大久保家の家訓の書で、松平八代と家康公、なら
たいへい

びに大久保一族を中心に、乱世を収め泰平の世の
いしずえ しる

礎を築いた三河武士たちの歴史と功績を記した書
を何というでしょうか？

じっ き

⑴ 徳川実紀 ⑵ 松平記
ご ふ ど き

⑶ 三河後風土記 ⑷ 三河物語

解説 大久保彦左衛門忠教は家康公、秀忠、家
光と三代の将軍に仕えた三河武士です。三

河物語は忠教が子孫に書き残した自伝的な書で、松
平氏の発祥から家康公が天下人となり東照権現とし
まつ

て祀られるまで、大久保一族の忠勤と自身の活躍を
述べています。具体的で臨場感にあふれており、本

ただちか かいえき

家 大久保忠隣の改易以来、冷遇された大久保一族
の不遇を嘆きながらも，将軍への忠勤を子孫に説く
など、当時の武士の思想や世界観を知る上で貴重な
史料となってい
ます。

大久保彦左衛門（錦絵）高師直像（京都国立博物館）

解答… ⑶ 解答… ⑷

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

１８ １９



問題15
せ ら だ ありちか ちかうじ うさぎ すいもの

家康公の先祖、世良田有親・親氏父子を兎の吸物
えん さむらい

でもてなした縁で、後に親氏から松平郷に侍大将
ぼ

として信州（長野県）から呼びよせられ、幕末の戊
しん かずさの

辰戦争では最後まで新政府軍に徹底抗戦した上総
くにじょうさいはんしゅ

国請西藩主の家は何氏でしょうか？

⑴ 青山氏 ⑵ 大岡氏
こうりき

⑶ 高力氏 ⑷ 林氏

うさぎじる いつ わ し な の

解説 兎汁の逸話で有名な林氏は、信濃林城を
築いた小笠原清宗二男の林光政を始祖とし

ています。代々、旗本直臣として将軍家に仕えてい
いえなり ただふさ

ましたが、十一代将軍 徳川家斉の時代、林忠英の
かいふち

代に上総国貝淵藩一万八千石の大名に取り立てられ
ました。子の忠旭の代に陣屋を移して請西藩となり
ます。幕末、請西藩三

ただたか

代 忠崇は、藩主であ
りながら自ら脱藩し、
藩士を率いて旧幕府軍
として戊辰戦争に参戦
します。そのため林家
の請西藩は、明治新政
府により改易された唯
一の藩となったのです。

問題16
むこ ざ え もん

松平初代 親氏が婿養子に入った松平太郎左衛門
う とくにん

家の当主や親氏は、その活動から有徳人と呼ばれ
ますが、主にどのような活動をしたのでしょう
か？

⑴ 武器の使い方や戦い方などの兵法指導活動
⑵ 農作物の品種改良や新農法の普及などの農業
振興活動

かんじょう

⑶ 道の造成・維持や寺社の勧請などの地域貢献
活動

にんそく

⑷ 金貸しなどの金融活動や人足手配などの人材
派遣活動

解説 松平親氏が婿養子に入ったとされる松平
郷松平家は、史料によりその出自が異なっ

ふう き

ています。近年では富貴な「有徳人」の家柄であった
とされていますが、特に親氏が急速に勢力を広げる
ことができたのも、経済的に
豊かであったことが理由の一
つとして挙げられています。

た

親氏の家臣たちは交渉術に長
け、近隣の整備をしながらそ
の勢力範囲を広げていったの
でしょう。

林光政雪中に兎を狩る図
（「善光寺道名所図会」挿絵）

木造 松平親氏座像
（松平郷館／豊田市）

解答… ⑷ 解答… ⑶

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

２０ ２１



問題17
おい ひろちか

親氏の子、あるいは甥の広親が初代といわれ、譜
ひっとう

代家臣の筆頭に数えられる代表的な家臣は何氏で
しょうか？

⑴ 井伊氏 ⑵ 酒井氏
⑶ 榊原氏 ⑷ 本多氏

解説 酒井氏の出自については、いくつかの説
があり確証がありません。一つには、大浜

（碧南市）から西尾の坂井郷を訪れた親氏が、在地の
有力者の娘との間に子をもうけ、その子が後に酒井
広親になったという説。今一つは、親氏が婿養子に
入った松平太郎左衛門家の義姉が、岩津一帯を治め
ていた酒井氏に嫁ぎ、生まれた子が酒井広親で、後
に親氏に仕えるようになったという説。いずれの説
も確証に乏しいのですが、松平郷松平家の家老 神
谷家に伝わる

ゆいしょがき

「松平氏由緒書」
によれば後者の
説が記されてい
ます。広親の石
宝塔（岡崎市指
定文化財）が岩
津地内に残され
ています。

問題18

松平初代 親氏の時代に家臣になったといわれ、
子孫は犬山城主として明治を迎えたのは何氏で
しょうか？

⑴ 内藤氏 ⑵ 長坂氏
⑶ 成瀬氏 ⑷ 平岩氏

解説 先祖は三河国加茂郡足助庄成瀬郷に居住
したと伝わりますが、詳しいことは不明で

す。成瀬氏は松平初代の親氏に仕え、安城城に入っ
むつ な

た松平四代 親忠に仕えて岡崎の六名郷に領地を得
まさなり

たと伝わります。犬山城主になる正成は、幼少より
家康公に仕え、17歳の時に長久手の合戦で初陣を果

つけ が ろう

たしました。後に尾張徳川家の「付家老」となります
が、これは将軍家直臣という立場での家老職であり、
大名格として扱われたのです。尾張家では他に竹腰
家（美濃今
尾藩）や渡
辺家（加茂
寺部藩）な
どが付家老
に任じられ
ています

酒井広親石宝塔（岡崎市岩津町） 犬山城天守（犬山市）

解答… ⑵ 解答… ⑶

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

２２ ２３



問題19
やすちか よう

松平二代 泰親が山間部の松平郷から進出した要
しょう

衝の地はどこだったでしょうか？

⑴ 安城城 ⑵ 岩津城
⑶ 西尾城 ⑷ 山中城

解説 諸説ありますが、松平二代 泰親は親氏
の弟と考えられています。親氏は泰親を幼

い二人の子供（信広、信光）の後見人にしていたので
しょう。二人が成長すると、泰親は二人を伴って松
平郷から岩津の地に勢力を拡大すべく、岩津大膳城
の中根氏を討伐したと伝わります。その際、信広は
足を負傷したので松平郷に返し、信光と共に大膳城

にゃくいちおう

に入ったと思われます。その位置には現在、若一王
じ しゃ むねふだ

子社がありますが、創建を示す棟札には泰親を示す
おおだん な ゆうきん

名（大檀那松平用金）が記されています。岩津城の築
城はこれ以
降になり、
信光の手に
よるところ
が大きいの
ではないか
とも考えら
れます。

問題20
よう

地域領主への転換をめざし、泰親は室町幕府の要
しょく つ い せ さだちか ひ かん つか

職に就く伊勢貞親の被官となります。松平氏が仕
えた伊勢貞親の役職は何だったでしょうか？

かんれい さむらいどころとうにん

⑴ 管領 ⑵ 侍所頭人
しっけん まんどころしつ じ

⑶ 執権 ⑷ 政所執事

解説 もともと額田郡の大部分は、足利将軍家
の直轄領（御料所）でした。伊勢貞親は幕府

政所執事として、この地域の管理を行っていたもの
と思われます。泰親はこの伊勢氏の被官となること
で、この地域での影響力を強める結果となりました。
岩津城に進出した泰親は、城の周囲に七つの城を構
え（岩津七城）、実質的な国人領主としての地位を得
ます。伊勢氏はもともと桓武平氏の流れをくむ名家
であり、貞親は足利八代
将軍 義政に仕えて政所
執事として幕府財政の立
て直しを成功させました。
将軍からの信頼も厚く、
その被官であった泰親の

ますちか

子 益親は遠く京都や近
江国まで活動範囲を広げ
たと理解できる史料が残
されています。

政所執事伊勢貞国
（貞親の父・東大史料編纂所）岩津城址土橋（岡崎市岩津町）

解答… ⑵ 解答… ⑷

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

２４ ２５



問題21

泰親の時代に家臣になったといわれる室町幕府の
ほうこうしゅう あおい

奉公衆の一族で、「立ち葵」を家紋とするのは何氏
でしょうか？

はっとり ひさまつ

⑴ 服部氏 ⑵ 久松氏
⑶ 本多氏 ⑷ 渡辺氏

解説 足利尊氏の再起に従った豊後国出身の本
多氏は、室町幕府奉公衆となり、尾張横根

郡と粟飯原郡の地頭となります。幕府奉公衆とは将
軍直属の武士で、江戸時代でいえば上級旗本のよう
な存在でした。もともとは守護大名や有力国人衆、

つ

鎌倉幕府の有力御家人などが引き続きその職に就き
ましたが、全国でおよそ300家余りが奉公衆として
存在したとされています。三河国は足利氏にとって
重要な拠点でもあったことから、全国最多のおよそ
40家が存在していまし
た。奉公衆であった本
多氏が家臣になったこ
とは、松平氏にとって
大きな出来事だったと
言えます。

問題22
かんしょう のぶみつ

寛正6年（１４６５）、三代 信光の時代に西三河の額
ぬか た ごおりいっ き

田郡を中心に「額田郡一揆」が起こります。一揆を
起こしたのはどのような人々だったでしょうか？

じょう ど しんしゅう そうりょ

⑴ 浄土真宗本願寺派の僧侶や信者の武士、農民
たち

き きん た

⑵ 悪政と飢饉に耐えられなくなった農民たち
⑶ 元 室町幕府の奉公衆や足利一族の被官だっ
た武士たち

⑷ 元 南朝に仕えていた武士たち

解説 室町中期になると、三河国内ではもとも
ふ おん

と吉良氏の被官衆であった武士たちが不穏
な動きをするようになりました。これは西条家と東
条家に分かれていた吉良氏の対立がもとで、被官衆
がどちらの命令も聞かなくなったことが原因だと考
えられます。特に大場氏、梁田氏は奉公衆の丸山氏
と共に、岡崎の井
ノ口に砦を築き、
物資の略奪などの
ろうぜき

狼藉を働きました。
伊勢氏の命によっ
て松平氏と戸田氏
が鎮圧に動いたと
されています。立ち葵紋 井ノ口砦跡（岡崎市井ノ口町）

解答… ⑶ 解答… ⑶

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

２６ ２７



問題23

一揆を起こした者のなかに、後に松平家の譜代家
臣になる者がいました。家康公の代に三河三奉行

ほとけ

のひとりに取り立てられ、「仏○○」と称されたこ
の三河武士は何氏でしょうか？

⑴ 天野氏 ⑵ 板倉氏
⑶ 高力氏 ⑷ 本多氏

こうりき や な

解説 高力氏はもともと東三河の八名郡に居住
していましたが、後に高力郷（幸田町高力）

ふこうず

に移り住んだと伝えられます。この地域は深溝（幸
田町深溝）の大場氏を中心とする武士たちの結びつ
きがあったのでしょう。高力氏も一揆衆に加わりま
したが、一揆終結後に松平家臣となりました。高力
清長は広忠、家康公と仕え家康公の三河統一の過程
で三河三奉行の一人に取り立てられ、「仏高力」と呼
ばれました。
後には武蔵国
いわつき

岩槻城主。豊
臣秀吉に重用

じゅらくだい

され、聚楽第
建設の普請奉
行をしたこと
でも知られて
います。

問題24
ちんあつ

幕府の命令を受けて、松平氏とともに一揆の鎮圧
おんしょう あつ み

を行い、恩賞として東三河 渥美半島の田原に新
たな所領を得た、後の譜代家臣は何氏でしょう
か？

したら

⑴ 奥平氏 ⑵ 設楽氏
⑶ 戸田氏 ⑷ 水野氏

解説 額田郡一揆は、当初は三河守護の細川氏
に鎮圧が命じられました。細川氏は元 仁

木氏の守護代を務めた有力国人の西郷氏などに出兵
を命じますが、井ノ口砦の大将を取り逃がすなど、
鎮圧には至りませんでした。幕府政所執事であった
伊勢氏は被官である松平信光、その縁戚でもある戸
田氏に出兵を命じます。彼らは一揆を鎮圧し、その
恩賞として信光には西三河、東三河の一部（宝飯郡）
に領地を与え
られました。
戸田氏は渥美
半島一帯を与
えられ、その
勢力を拡大し
たのです。

高力神社（城跡／額田郡幸田町） 田原城外堀（田原市）

解答… ⑶ 解答… ⑶

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

２８ ２９



問題25

「額田郡一揆」鎮圧の結果、松平氏は西三河だけで
ほ い しょりょう

なく、東三河の宝飯郡にも幕府から所領を得て、
各地に一族を分立させ支配権を拡大しましたが、

かたのはら たけのや ご い

宝飯郡のうちで所領を得た、形原、竹谷、五井は
現在の何市に位置するのでしょうか？

がまごおり しんしろ

⑴ 蒲郡市 ⑵ 新城市
⑶ 豊川市 ⑷ 豊橋市

解説 松平信光が一族を分立させたきっかけは、
額田郡一揆の恩賞でした。岩津家は宗家に

なりますが、その他に形原、竹谷、五井、長沢（以
上宝飯郡）、大草、宮石、能見（額田郡）、安城（碧海
郡）に分立させました。形原、竹谷、五井は現在の
蒲郡市に存在します。同じ宝飯郡でも長沢は現在の
豊川市です。宮石は現在の岡崎市宮石町です。また、

お

これ以外に大
ぎゅう

給、深溝、牧
内を信光分家
に入れて考え
る場合もあり
ます。

問題26
おうにん

一揆終結後の応仁元年（１４６７）、京都で起こった「応
は きゅう

仁の乱」の三河への波及に対応し、松平三代 信光
はどのような行動をとったでしょうか？

⑴ 中立を保ち、額田郡一揆の鎮圧で得た所領を
守った。

はたけやま

⑵ 東軍として、西軍の一色氏側の畠山氏が守る
あんじょう

安城城を攻略した。
さいじょう き ら

⑶ 西軍として、東軍の西条吉良氏の西条城を攻
略した。

⑷ 東軍、西軍に関わらず、混乱に乗じて西三河
の国人衆を攻め、従わせた。

解説 信光が攻略した際の安城城の城主につい
ては、江戸時代の史料（東照宮御実記）には

「畠山加賀守某」と記されます。この畠山氏は足利将
軍家の奉公衆とも記されますが、志貴荘（安城から
大浜（碧南市）にかけての地域）の地頭ではなかった
かと思われます。い
ずれにしろ確証とな
る史料に乏しく、応
仁の乱とどのように
関わっていたのか、
今後の研究が待たれ
ます。長泉寺山門（五井城城門／蒲郡市） 安城城址（安城市）

解答… ⑴ 解答… ⑵

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

３０ ３１



問題27
みつしげ しゅ ご だい

信光が、息子（五男）の光重を、元 守護代の国人
むこよう し

領主 西郷氏の婿養子に入れることで手に入れた
城はどこでしょうか？

ころも

⑴ 岡崎城 ⑵ 挙母城
とうじょう

⑶ 東条城 ⑷ 吉田城

しげゆき

解説 現在の岡崎城は、細川成之が三河守護を
務めた享徳元年（１４５２）、または康正元年

（１４５５）に元守護代であった西郷氏が菅生川北側台地
の龍頭山に「砦」として築いたものです。当時、西郷
氏は菅生川の南に居館を構えていたとされ、松平氏
の勢力拡大に備えての砦の造営だったのでしょう。
その居館も「岡崎城」と呼ばれていたかどうかは不明
です。松平光重の時代から「岡崎松平氏」と呼ばれる
ようになりますが、それは後世に名付けられたもの
と考えてよ
いでしょう。

問題28
ちかただ ゆず

四代 親忠が、父 信光から譲られて居城とした城
はどこでしょうか？

⑴ 安城城 ⑵ 岩津城
かり や

⑶ 岡崎城 ⑷ 刈谷城

解説 松平信光が安城城を奪い取ったのは文明
3年（１４７１）のこととされています。夏の夜、

かね

安城城の近くで、笛、太鼓、鉦を打ち鳴らし「念仏
踊り」に興ずる一団が舞い踊り、多くの村人が見物
に集まっていたといいます。この日、祭りがあると

うわさ

の噂を聞いていた城兵は物珍しさに城を空けて祭り
から

を見に行きました。そこに、武装した信光の兵が空
になった城に攻め入り、無血落城させたのです。祭
りの噂を流したのも、踊りの集団を仕立てたのも信
光で、奇計をもって安城城を奪取したとの伝承が残
ります。このころ、安城初代とされる親忠は伊賀八
幡宮と大樹寺を創建する大事業に
取り組んでおり、岡崎市の鴨田、
井ノ口あたりに居館を構えていた
と考えられます。松平四代 親忠
は、この後、安城城を父 信光か
ら譲られ、以降四代にわたって安
城城は松平家の居城となりました。

諸国古城之図「安城」
（広島県浅野文庫）岡崎城最古の青海堀（岡崎市康生町）

解答… ⑴ 解答… ⑴

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

３２ ３３



問題29
ぶんめい うじがみ

文明2年（１４７０）、親忠が一族の氏神として創建し
ういじん さんけい きちれい

た神社で、後に家康公も初陣の参詣を吉例に、以
き がん

後、大きな合戦の際には必ず戦勝を祈願したとの
いつ わ

逸話が残る神社はどこでしょうか？

⑴ 伊賀八幡宮 ⑵ 岡崎天満宮
たきさん にっ た はくさん

⑶ 瀧山東照宮 ⑷ 新田白山神社

解説 親忠が伊賀八幡宮を創建したのは文明年
間に入ってからと考えられています。京都

ぼっぱつ

で応仁の乱が勃発したのが応仁元年（１４６７）、その少
し前には額田郡一揆が井ノ口砦を中心に起きていま

かんごう

した。井ノ口砦は古代からの「井ノ口環濠集落」の北
端にあり、親忠も同じ地内に居館を構えていたと思
われます。親忠は父 信光と共にこの一揆と戦い、
この地域における一族の領主権を守ったのでしょう。
その一つの象
徴として伊賀
八幡宮が創建
されたと考え
ても良いで
しょう。

問題30

文明7年（１４７５）、親忠は福林寺（豊田市）の住職
せい よ ぐ てい ぼ だい じ

勢誉愚底を開山に、一族の菩提寺として寺院を創
建しました。何という寺院でしょうか？

こうげついん さいこう じ

⑴ 高月院 ⑵ 西光寺
だいじゅ じ ほうぞう じ

⑶ 大樹寺 ⑷ 法蔵寺

解説 大樹寺の創建については、応仁年間に起
きた「井田野合戦」の戦死者の霊を弔うため

とされています。ただ、「開山式定」にはそのことが
記されることはなく、松平宗家の菩提を弔うための、
一族の菩提寺としての性格が強かったとも考えられ
ています。開山の勢誉愚底
上人は、もともとは京都で
生まれ、浄土宗の僧となっ

うね べ

て福林寺（豊田市畝部町）の
住職となりました。このこ
ろに松平親忠をはじめ一門
あつ き え

の篤い帰依を受け、大樹寺
の開山となります。この後
には知恩院の第二十三世と
なりました。「大樹」という
寺名は「将軍」という意味で、
勢誉愚底によって命名され
ました。伊賀八幡宮本殿「宮殿」（国重文／岡崎市伊賀町） 勢誉愚低（大樹寺／岡崎市鴨田町）

解答… ⑴ 解答… ⑶

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

３４ ３５



問題31
あお み

親忠の代に仕え、碧海郡小川（安城市小川町）を本
拠にした一族で、三河の浄土真宗本願寺派（一向
宗）門徒の総代的な立場にもあったといわれるの
は何氏でしょうか？

⑴ 安藤氏 ⑵ 石川氏
なつ め

⑶ 夏目氏 ⑷ 本多氏

よしとき

解説 三河石川氏は先祖が源義家の子 義時（河
内源氏）と伝えられますが、定かではあり

ません。一説には、浄土真宗本願寺派第八世宗主の
れんにょしょうにん

蓮如上人が応仁年間に三河に来往した際に従い、そ
れ以後、碧海郡小川に定住し安城松平氏に仕えたと
伝えられています。家康公の父 広忠の重臣であっ

きよかね

た石川清兼は、浄土真宗本願寺派（一向宗）の武士の
リーダーとして、同派寺院である本證寺（安城市野
寺町）連判状の筆頭にその名前を記しています。清

いえなり はた

兼の子が家成、家康公の重臣として最初の西三河旗
がしら

頭となりました。
おい

また家成の甥が
かずまさ

数正であり、徳
川創業期に家康
公の重臣として
活躍しています。

問題32
ながただ ながちか する が うじ

松平五代 長忠（長親）のとき、駿河守護の今川氏
ちか お じ そうずい そうりょう

親と叔父の伊勢宗瑞の軍が三河に攻め入り、惣領
け そう け かいめつてき だ げき

家（宗家）の岩津松平氏が壊滅的な打撃を受けまし
ふんとう たいとう

た。岩津松平氏に代わり、奮闘した長忠が台頭し
いくさ

てゆくきっかけともなったこの戦を何というで
しょうか？

あずきざか えいしょう

⑴ 小豆坂の合戦 ⑵ 永正三河の乱
さくらん

⑶ 三州錯乱 ⑷ 矢作川の戦い

解説 今川氏親と叔父の伊勢宗瑞は、もともと
遠江国の斯波氏を巻き込みながら、東三河

への進出を図っていました。東三河では宝飯郡の西
部（豊川市）と渥美郡の北部（豊橋市）への勢力拡大を
図る牧野氏が今橋城（吉田城）を構えて田原の戸田氏
と争っていましたが、戸田氏の計略で今川氏の軍勢
は今橋城を攻め落としました。その後、西三河で勢
力を拡大していた松平氏を攻めるために、今橋城を
拠点に東三河の軍勢を中
心に攻め寄せたのが永正
三河の乱と呼ばれる争い
です。永正3年（１５０６）か
ら同5年（１５０８）にかけて
繰り広げられた大きな乱
でした。 吉田城の虎口（豊橋市）

ひき め

石川清兼の蟇目の矢（東照社縁起巻一）

解答… ⑵ 解答… ⑵

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

３６ ３７



問題33
し き

前問の三河侵攻で今川軍を指揮した伊勢宗瑞は、
さき が しょう

後に戦国大名の先駆けとも称されます。伊勢宗瑞
とは誰のことでしょうか？

のりまさ どうかん

⑴ 上杉憲政 ⑵ 太田道灌
たけ だ のぶとら ほうじょうそううん

⑶ 武田信虎 ⑷ 北条早雲

ながうじ

解説 伊勢宗瑞は少し前までは伊勢新九郎長氏
という名で知られていましたが、近年では
しんぴょうせい

宗瑞の名が信憑性の高い史料で認められるようにな
りました。松平泰親や信光が被官として仕えた、政
所執事 伊勢貞親の甥（他説あり）で、高い身分であっ
たと考えられています。今川氏親の母親はこの伊勢
宗瑞の妹にあたり、宗瑞は幼い氏親の後見人として

い ず さ が み

行動を共にしていました。後に伊豆国や相模国を支
配し、戦国大名 北条早雲として有名になりますが、
この名は宗瑞の死後に

うじつな

二代目の北条氏綱に
よって付けられたとさ
れています。

問題34

前問の戦で酒井氏・本多氏・大久保氏らとともに
ふんとう たん ば ささやま み の ぐ じょう

奮闘し、子孫は丹波篠山藩（兵庫県）と美濃郡上藩
（岐阜県）の藩主で明治を迎えた一族で、関東移封

はいりょう

後に家康公から拝領した広大な敷地跡の地名にそ
の名を残す三河武士は何氏でしょうか？

しぶ や

⑴ 青山氏 ⑵ 渋谷氏
⑶ 品川氏 ⑷ 内藤氏

解説 青山氏は南北朝時代に後醍醐天皇の孫で
ゆきよし こうづけ

ある尹良親王に仕え、上野国青山郷（群馬
県吾妻郡青山）に居を構えていました。その地名か
ら「青山」と名乗っており、これが青山姓のルーツと

ど う ど

考えられます。後に額田郡の百 （々岡崎市百々町）に
城を構えますが、南北朝争乱の影響を受けてのこと
でしょう。「安城七譜代」の一人に挙げられています
が、四 代 親
忠の時代には
松平氏の家臣
となっていた
と考えられま
す。

伊勢宗瑞画像（小田原城／小田原市） 青山忠成顕彰碑（百々城址／岡崎市百々町）

解答… ⑷ 解答… ⑴

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

３８ ３９



問題35
のぶただ

松平六代 信忠は、江戸時代の書物では神仏をな
いがしろにした人物とされます。しかし岡崎市の

ていはつ か

ある寺には、信忠の剃髪した姿が描き込まれた珍
ね はん ず いったん

しい涅槃図が所蔵されており、信忠の信仰の一端
を伝えています。この涅槃図がある寺院はどこで
しょうか？

しんこうみょう じ

⑴ 信光明寺 ⑵ 大樹寺
ち おんいん みょうしん じ

⑶ 知恩院 ⑷ 妙心寺

解説 六代 信忠は、「松平氏由緒書」によれば、
強引な性格であり、神仏祭礼を行わず、仁

義礼智といった徳目に従わなかったことなどが家臣
離反の原因であるとしています。三河物語では、信
仰心の薄い、暗愚な武将として描かれますが、これ
は英雄視される子の清
康と対比させて描かれ

し い てき

た恣意的なものでしょ
う。大樹寺に残された
ね はん ず ていはつ

「涅槃図」には剃髪した
信忠が「泰孝」の法名で

あつ

描かれ、信仰心の篤
かったことを示してい
ます。

問題36
か とく ゆず

信忠は一族をまとめきれず、若くして家督を譲り、
いんたい れきおう にっ た せい あ

隠退します。歴応2年（１３３９）に新田一族の正阿が
か きつ せ ら だ

創建し、嘉吉元年（１４４１）には世良田有親・親氏（松
いんきょじょ

平初代）父子が滞在したと伝わる、信忠が隠居所
じ しゅう

にした時宗の寺院はどこでしょうか？
しょうみょう じ

⑴ 大浜 称名寺（碧南市）
ほんしょう じ

⑵ 野寺 本証寺（安城市）
こうげついん

⑶ 松平 高月院（豊田市）
せいがん じ

⑷ 矢作 誓願寺（岡崎市）

解説 大浜（碧南市）の称名寺は、松平初代 親
とうりゅう

氏が逗留したと伝えられ、その父祖などの
菩提を弔う寺として、松平宗家にとっては大変重要
な時宗の寺院です。信忠が先祖を大切にし、先祖の

くわ こ

かかわりのある桑子の妙源寺（岡崎市大和町）や岩津
の妙心寺などに田地や山林などを寄進している史料
も残されています。
現在の称名寺には
「徳川廟」が整備さ
れ、世良田有親・
親氏父子をはじめ、
親氏の祖父にあた
ちかすえ

る親季の墓もあり
ます。

信忠画像
（涅槃図・大樹寺／岡崎市鴨田町） 称名寺（碧南市）

解答… ⑵ 解答… ⑴

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

４０ ４１



問題37

信忠の時代に仕えた家臣で、代々、一向宗門徒で
はいしゅつ

あり、清長、正成、家長など弓の名手を輩出し、
に ぶん

後の「三河一向一揆」では一族が二分して戦った一
族は何氏でしょうか？

⑴ 高木氏 ⑵ 内藤氏
⑶ 服部氏 ⑷ 渡辺氏

解説 先祖は源頼朝の御家人と伝えられ、応仁
年間のころ三河に移り住んだと伝えられて

あし や

います。幸田町芦谷内藤家の史料によれば、内藤重
清のとき、明応3年（１４９４）に安城松平家に仕えたと
ありますが、重清が岩津城を攻めたという所伝もあ
り、永正の乱以降、信忠の
時代に重清の子 義清が安
城松平家に仕えたのではな
いかと考えられます（諸説
があり明確ではありませ
ん）。安城の姫小川に居館を
構えていましたが、義清の
ときに上野城（豊田市上郷
町）を預けられました。代々
家康公に仕え、家長は鳥居
元忠と共に伏見城の城将と
して最期を遂げています。

問題38
きよやす

松平七代 清康が岡崎に進出した際、山中城の攻
て がら おんしょう ますとり

略で一番の手柄を立てた恩賞に市場の「枡取（商売
ちょうしゅう めんじょ

の税の徴収）」の権利を求め、税を免除し、新たな
城下町の発展を図った三河武士は誰でしょうか？

ただしげ ただなお

⑴ 大久保忠茂 ⑵ 酒井忠尚
とうすけただみつ ただとよ

⑶ 林藤助忠満 ⑷ 本多忠豊

解説 大久保一族は、もともとは宇都宮氏とし
て上和田郷に来往しました。南朝側の武士

であったということもあり、姓を宇津（宇都）と変え
ています。その後、早くから松平家に仕えますが、
その事績がはっきりと残されたのが宇津忠茂の時で
す。忠茂は七代 清康に仕え、安城から岡崎進出の
際の功労者となりました。その恩賞で岡崎の市の枡
取の権利を与えられたのです。このことが岡崎の町
づくりの初めであると考えられ、「岡崎開市」の歴史
に名を刻んだので
す。忠茂は姓を大
久保と改め、以後、
大久保一族として
家康公の天下平定
事業に大きな功績
を残します。

内藤家長と夫人
（内藤記念館／宮崎県延岡市） 大久保家の菩提寺 長福寺（岡崎市）

解答… ⑵ 解答… ⑴

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

４２ ４３



問題39
きょうろく ぜ にぎ

享禄3年（１５３０）元旦に清康は「是」の字を左手に握
も がい

る夢を見て、天下人になる吉夢であるという模外
お しょう ぜの じ でらりゅう

和尚の予言を喜び、模外を城下に招き「是字寺龍
かいいん こんりゅう

海院」を建立しましたが、松平家の菩提寺を変え
ることはできないため、家臣に寺を任せました。

だんしゅ だん か

清康にその「檀主」（檀家の代表）を命じられた家臣
は誰でしょうか？ 龍海院は、その家臣の家の移

うまやばし

封とともに川越、厩橋（前橋）に移りましたが、そ
とど

の後は檀主が姫路に移っても前橋に留まり、今も
前橋市内に一族の墓とともに存在しています。

あ べ さだよし きよかね

⑴ 阿部定吉 ⑵ 石川清兼
まさちか とり い ただよし

⑶ 酒井正親 ⑷ 鳥居忠吉

え な かたな

解説 酒井正親は、家康公生誕の際に「胞衣刀」
を大切に抱く重臣として「東照社縁起絵巻」

にも登場する重臣です。若くして七代 清康に仕え、
以後、常に松平当主の側
近として仕えました。家
康公が岡崎城主として自
立した後には、西三河の
平定戦で功を挙げ、西尾
城主となりました。家臣
としては最初の城持ち衆
となったのです。

問題40
やま が さんぽうしゅう

清康の東三河進出に伴い、「山家三方衆」と呼ばれ
る奥三河の国人衆が服属します。次のなかで、「山

がいとう

家三方衆」に該当しないのは何氏でしょうか？
た はら だ みね すがぬま

⑴ 田原の戸田氏 ⑵ 田峯の菅沼氏
つく で おくだいら ながしの

⑶ 作手の奥平氏 ⑷ 長篠の菅沼氏

は ぬ

解説 国人衆とは、もともと在地生え抜きの武
士たちを表す言葉です。これは中央政権か

ら派遣される守護大名や地頭などに対して使われる
概念であり、土豪などと表現される場合もあります。
東三河には奥平氏や菅沼氏、牧野氏、戸田氏、西郷
氏などの国人衆が存在しましたが、特に作手の奥平
氏、長篠・田峯の菅沼氏など、奥三河の山間部の国
人領主たちを「山家三方衆」と呼んでいました。守護
大名や新興勢力に対し、独立した存在として絶えず
きょうじゅん り はん

恭順・離反を繰り返していたのです。

龍海院（岡崎市明大寺町） 田峯城（北設楽郡設楽町）

解答… ⑶ 解答… ⑴

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

４４ ４５



問題41
てんぶん おおだん な

天文4年（１５３５）、「大檀那 世良田次郎三郎清康
めい しる

安城四代岡崎殿」と中心となる柱に銘を記し、清
けいだい こんりゅう

康が家臣たちと共に大樹寺の境内に建立した建造
物は何でしょうか？

⑴ 五重塔 ⑵ 三門
しょうろう た ほうとう

⑶ 鐘楼 ⑷ 多宝塔

解説 多宝塔は清康が建立した現存建築物で、
大樹寺では最も古く国の重要文化財に指定

されています。大日如来の象徴としての宝塔を二重
に重ねたもので、日本独自の形式です。天文4年
（１５３５）、三河全域をほぼ統一した清康は、いよいよ

ぎゃくしゅ く

尾張への進出を図りました。出陣に先立ち「逆修供
よう

養」（生前供養）も兼ねて、家臣たちと多宝塔を建立
したのです。多宝塔には多宝如来を安置し、心柱に
「大檀那世良田次郎三郎清康安城四代岡崎殿」と記し
て、自分こそが
安城松平家の四
代目、岡崎城主
であると高らか
に宣言したので
す。

問題42

天文4年（１５３５）、尾張の森山（守山）まで出陣して
いた清康は、ここで家臣の阿部正豊に殺害されて

ただ あだ う

しまいます。そのとき、その場で直ちに仇を討っ
たとされる家臣は誰でしょうか？

うえむらうじあき よしきよ

⑴ 植村氏明 ⑵ 内藤義清
ただたか よねきづつねはる

⑶ 本多忠高 ⑷ 米津常春

解説 植村新六郎という通称で有名な三河武士
です。氏明の石碑が岡崎市東本郷地内に

建っています。植村氏は出自が美濃国土岐氏の一族
と伝えられています。安城松平家に仕えたと考えら
れますが、活躍した人物としては、松平清康、松平
広忠の二代にわたって近侍し、それぞれの主君の殺
害現場に二度も居合わせて直ちに仇を討ったと伝わ
る氏明がいます。氏明は天文21年（１５５２）に今川方と
して織田氏と戦
い戦死しました。
氏明の子で、家

いえ

康公に仕えた家
さだ

存は、清洲同盟
の際に信長から
ほ

褒められたこと
で有名です。

大樹寺多宝塔（岡崎市鴨田町） 守山城址（名古屋市）

解答… ⑷ 解答… ⑴

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

４６ ４７



問題43
さくら い

清康が亡くなり、六代 信忠の弟である桜井松平
のぶさだ

家の信定が岡崎城を支配下におきます。このとき、
ちゃく し ともな

清康の嫡子で１０歳の少年であった広忠を伴い、岡
い せ する が る ろう

崎城を脱出して伊勢や駿河などを流浪したと伝わ
る家臣は誰でしょうか？

ただとし

⑴ 阿部定吉 ⑵ 大久保忠俊
⑶ 酒井忠次 ⑷ 鳥居忠吉

解説 阿部定吉は、清康を殺害した阿部正豊の
父親です。清康から大変信頼された重臣で

もありました。自分の子が、誤解から清康を殺害し
てしまったことに強い責任を感じていたのでしょう。
岡崎城に戻ると清康の嫡子 千松丸（広忠）の後見を
します。岡崎城に強引に入城した桜井松平信定が千
松丸の命を狙っていると察した定吉は、千松丸を
伴って城を出奔、

かん べ

伊勢国神戸（鈴
鹿市）や遠江、
駿河国を流浪し
ながら岡崎城の
仲間とも連絡を
取り合い、千松
丸の帰還を実現
させました。

問題44

広忠が岡崎城に戻るにあたり、流浪する広忠一行
えんじょ む ろ

を援助し、三河 牟呂城（西尾市）まで戻れるよう
し えん

支援した大名は誰だったでしょうか？
いまがわよしもと お だ のぶひで

⑴ 今川義元 ⑵ 織田信秀
さいとうどうさん ほうじょううじやす

⑶ 斎藤道三 ⑷ 北条氏康

解説 駿河の今川義元と尾張の織田信秀は、七
代 清康死後の西三河支配を争いました。

岡崎城に入っていたのは、尾張の織田信秀と縁戚関
係を持つ桜井松平信定です。このままでは、岡崎城
を中心とした西三河の支配権を織田氏に奪われかね
ませんでした。広忠を伴っていた阿部定吉は、そこ
のところを今川義元に進言したのでしょう。義元は
広忠を全面的にバックアップしたのです。後に広忠
はこの恩を忘れることなく、人質としての竹千代（家
康公）を織田氏
に略取されたと
きも、織田氏の
側につくことは
ありませんでし
た。

阿部一族の墓（願照寺／岡崎市舳越町） 牟呂城跡（西尾市）

解答… ⑴ 解答… ⑴

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

４８ ４９



問題45

天文6年（１５３７）、岡崎城に戻ることのできた広忠
き かん こうけん か ぞう

は、岡崎帰還に貢献した5人の家臣に加増の約束
や こう

をしています。この5人のうちの4人は、八国甚
とうすけ

六郎、成瀬又太郎、大原左近右衛門、林 藤助で
すが、もうひとり、中心的な役割を果たした家臣
は誰だったでしょうか？

さだあり ただすけ

⑴ 天野貞有 ⑵ 石川忠輔
ただとし ただなお

⑶ 大久保忠俊 ⑷ 酒井忠尚

解説 岡崎五人衆と呼ばれていますが、この「五
人衆」という言葉は様々な場面で使われて

いて、同じ人物を表しているわけではありません。
広忠帰還の際に尽力をした五人衆は、問題文にある
四人と大久保忠俊です。忠俊は岡崎城を奪い取った
桜井松平信定から不穏な動きを疑われ、伊賀八幡宮

しょうもん

に七枚もの証文をしたためさせられました。その際
も、「天罰も甘んじて受けよう」とすべてを破り捨て
たと伝えられます。
広忠はこの五人に
感状と若干の土地
を与えたのです。

問題46
かり や ただまさ

天文１０年（１５４１）、広忠は刈谷城主 水野忠政の娘
と結婚しました。家康公の母となるこの女性の名
は何でしょうか？

お だい き ちょう

⑴ 於大 ⑵ 帰蝶
ね ね

⑶ 寧々 ⑷ まつ

解説 広忠と於大の結婚は、刈谷の水野氏との
間の苦し紛れの政略結婚だと言われていま

す。水野氏は織田氏から圧迫を受け、松平氏と結ぶ
ことによって対抗しようと考え、松平氏も同様の利
害関係があったからだということになっています。
しかし、室町時代中葉に勢力を拡大した水野氏は、
安城に拠点を移した松平氏と頻繁に通婚していたと
され、西三河の支配権を保つ上で、ずっと以前から
互いに必要な関係にあっ
たと考えても良いでしょ
う。清康は忠政の正室を
もらい受けています（源
応尼）。また広忠も水野
家の於大と結婚すること
で、西三河の安泰を図ろ
うと考えたのです。

松平広忠感状（安城市歴史博物館）
りょうごん じ

於大の方（楞厳寺／刈谷市）

解答… ⑶ 解答… ⑴

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

５０ ５１



問題47
ちゃくなん

天文１１年（１５４２）１２月２６日、広忠に嫡男が誕生し、
たけ ち よ

竹千代（後の家康公）と名付けられます。竹千代は
どこで誕生したでしょうか？

⑴ 岡崎城 ⑵ 刈谷城
ろくしょ

⑶ 大樹寺 ⑷ 六所神社

解説 「岡崎領主古記」によれば、「岡崎城二の
くる わ さかたにすかしもん

曲輪坂谷透門の下」にある「古くから女官た
ちの住む屋敷」で誕生したと記されます。坂谷透門
というのは、現在の岡崎城内に残される「坂谷門」跡
ではなく、二の丸能楽堂（現在）の南側にあった「二

うぶ ゆ

の丸透門」のことでしょう。現在の「東照公産湯の井
戸」あたりに女官たちの住む「坂谷屋敷」があり、そ
こで誕生したということになります。応仁元年
（１４６７）より始まった150年におよぶ戦国時代のちょ
うど真中の年、
天文11年（１５４２）
12月26日寅の刻
（午前4時ころ）
に、岡崎城で天
下人が生誕した
のでした。

問題48
ほうらい じ しんしろ し しんしょう

家康公の誕生の際に、鳳来寺（新城市）の十二神将
し つかさど

のひとりで家康公の生まれ年の十二支を司る像が
こつぜん

忽然と消え、家康公が亡くなった後に元の場所に
かた つ

戻っていたと語り継がれている像は、次のどれで
しょうか？

いん だ ら じ ぞう ぼ さつ み

⑴ 因達羅大将（地蔵菩薩 巳）像
く び ら み ろく い

⑵ 宮昆羅大将（弥勒菩薩 亥）像
しん だ ら ふ げん とら

⑶ 真達羅大将（普賢菩薩 寅）像
ば さ ら せい し いぬ

⑷ 伐折羅大将（勢至菩薩 戌）像

解説 「鳳来寺縁起」には、薬師堂本尊の薬師如
来を守護する十二神将のうち、寅年の守護

神「真達羅大将」が忽然と姿を消したと記されていま
す。解答にある「普賢菩薩」というのは、この守護神
の本来の仏（本地仏）の名前で
す。このような考え方を神仏
習合と呼んでいます。寅年に
生まれてきた子（家康公）が真
達羅大将の生まれ変わりであ
るという意味です。あり得な
ぐう わ

い寓話と決めつけるのではな
く、そのような強い願いが戦
国の世にあったという世情を
汲み取るべきでしょう。

真達羅大将
（鳳来寺／新城市）東照公産湯の井戸（岡崎城／岡崎市康生町）

解答… ⑴ 解答… ⑶

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

５２ ５３



問題49
り えん

天文１３年（１５４４）、水野家の娘を離縁した広忠は、
ま き ひめ けいしつ

翌年、再婚し真喜姫を迎えました。継室となった
真喜姫は誰の娘でしょうか？

と だ やすみつ

⑴ 今川義元 ⑵ 戸田康光
まき の なりさだ

⑶ 牧野成定 ⑷ 松平信定

解説 真喜姫は田原の戸田康光の娘です。松平
氏と戸田氏は昔から縁戚関係を結んでいた

こともあり、広忠も抵抗なく迎え入れたと考えられ
ます。真喜姫との間には娘 市場姫が生まれていま
す。しかし、父の戸田康光が、人質として駿府に送
る竹千代を尾張国に送ってしまう事件が起きると、
松平家中からは冷遇されたことと思われます。後に

あわ

家康公が岡崎城主に復帰した時には、継母を憐れん
で大切に扱ったとも伝えられていますが真相は定か
ではありませ
ん。龍海院に
墓があるのは、
重臣の酒井正
親が面倒を見
ていたのでは
ないかと考え
られます。

問題50

広忠に離縁された家康公の母は、3年後の天文１６
おわりのくに あ ぐ い

年（１５４７）に尾張国 知多郡の阿久比（坂部）城主と
再婚します。後に上ノ郷（蒲郡市）の城主となった
再婚相手とは誰でしょうか？

のぶかね さ く ま のぶもり

⑴ 織田信包 ⑵ 佐久間信盛
さっさなりまさ ひさまつとしかつ

⑶ 佐々成政 ⑷ 久松俊勝

解説 於大の方が再縁した先は阿久比城主の久
松俊勝です。久松家は織田家の家臣という

わけではなく、独立した国人領主だったようです。
後に、信長の計らいで家康公の与力として岡崎に在
住します。俊勝と於大の間には幾人かの子供がいま
したが、三人の男子は後に家康公の異父兄弟として

にしのごおり う

松平姓（久松松平氏）を許されます。俊勝は西郡の鵜
どの

殿氏を攻めた際の功績で上ノ郷城主となりました。
菩提寺を付近
の安楽寺に定
め、墓も建立
されています。
久松松平家は
い よ

伊予松山藩主
として明治を
迎えます。

真喜姫の墓（龍海院／岡崎市明大寺町） 坂部城址（知多郡阿久比町）

解答… ⑵ 解答… ⑷

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

５４ ５５



問題51
よ か

家康公が幼い頃、読み書きを習ったという岡崎市
が らん

の寺で、松平初代 親氏が伽藍を建立したと伝わ
み かた が はら

り、境内の一角には、三方ヶ原の戦いの戦死者を
とむら ふん ぼ とうしょうぐう

弔う「三方原忠死者墳墓」や「東照宮」があるのはど
の寺院でしょうか？

ずいねん じ たきさん じ

⑴ 隨念寺 ⑵ 瀧山寺
てんおん じ ほうぞう じ

⑶ 天恩寺 ⑷ 法蔵寺

解説 法蔵寺はもともと天台宗の寺院でしたが、
松平親氏・泰親が菩提寺と定めたころには

浄土宗に改宗しています。浄土宗西山深草派の「檀
林」（僧たちの学校）と定められ、多くの層が学んで
いました。このような環境の下で幼い竹千代も勉学
に励んだのでしょう。手習いの品々が残されていま
す。ただし、8歳のころからは駿府の人質であり、
知源院で学んだとも伝えられており、手習いの品々
もその時のもの
ではないかとい
う説もあります。
岡崎領の東にあ
り、三方ヶ原合
戦の戦没者の霊
もここで弔われ
たのでしょう。

問題52

天文１６年（１５４７）、広忠は6歳の竹千代を人質とし
て今川家に送る途中、田原城主により尾張の織田
のぶひで もと

信秀の許に送られてしまいました。広忠を裏切っ
た田原城主は誰だったでしょうか？

あさ ひ な やすとも すがぬまさだみつ

⑴ 朝比奈泰朝 ⑵ 菅沼定盈
⑶ 戸田康光 ⑷ 牧野成定

解説 松平氏は、田原の戸田氏とは古くから縁
戚関係を持つなど、どちらかというと友好

関係にありました。戸田康光も、最初の名は宗光で
へん き

あったのを、松平清康の偏諱を受けて康光と改めた
のです。ところが清康が守山で殺害されると、松平
一族は内紛を起こし、織田方に従う一門衆も多く出
てしまいました。康光は今川氏に従っていましたが、
西三河の状況が反今川に傾くと、自分も渥美半島の
支配権を守るためにそれに従おうと考えたのでしょ
う。娘の真喜姫を嫁がせてはいましたが、岡崎城の
広忠に叛き、竹千代を略取したと考えられます。駿
府の義元は激怒し、田
原城を攻めて康光一族
は殺されてしまいまし
た。田原戸田氏は滅ん
でしまったのです。

法蔵寺東照宮（岡崎市本宿町） 戸田一族の菩提寺 長興寺（田原市）

解答… ⑷ 解答… ⑶

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

５６ ５７



問題53
り はん みみ

天文１８年（１５４９）、広忠は離反した叔父の信孝を耳
とりなわて

取畷の戦いで破り、松平党を統一します。しかし、
いわまつはち や き

その年の春、織田方の間者 岩松八弥に斬られ２４
ぼ だい とむら

歳で死去してしまいます。父 広忠の菩提を弔う
ため、後に家康公が墓所の近くに創建した寺院は
何でしょうか？

しょうおう じ ずいねん じ

⑴ 松應寺 ⑵ 隨念寺
たきさん じ まんしょう じ

⑶ 瀧山寺 ⑷ 満性寺

解説 広忠の死については、病死を記す史料も
見られ、真実については定かではありませ

ん。ただ、24歳という若さであったことや、松平一
族の内紛を収めたばかりであったことなどから、そ
の死を明らかにすることを控えたとも考えられます。

の み だ び

遺体は「能見ヶ原で荼毘に付された」と伝えられます。
その場所に菩提を弔うために家康公によって建立さ
れたのが松應寺です。家康
公の計らいで正一位の官位
を与えられたことからか、
仏式の墓ではなく松が植え
られ、廟の入り口には鳥居
が建てられています。後に
は天皇の祈願寺ともなりま
した。

問題54

天文１８年（１５４９）、広忠の死を知った今川義元は、
しんこう

織田軍の三河侵攻を防ぐため、織田信秀の長男
い ど

信広が守る安城城を攻め、信広を生け捕りにし、
すん ぷ

人質交換で竹千代を取り戻すと、改めて駿府の今
川家に人質として竹千代を送りました。この安城

ひき

合戦で今川軍を率いたのは誰だったでしょうか？
い い なおもり う どのながてる

⑴ 井伊直盛 ⑵ 鵜殿長照
おか べ もとのぶ たいげんせっさい

⑶ 岡部元信 ⑷ 太原雪斎

解説 広忠の死後、今川義元は岡崎を支配下に
置き、織田氏との争いの最前線にしました。

その時の総司令官が義元の学問の師であり軍師でも
ある太原雪斎です。前年に二度目の小豆坂合戦があ
り、織田信秀長男（庶
子）の信広が安城城代
になっていました。雪
斎は信広を生け捕りに
して、尾張に囚われて
いる竹千代との交換を
しようと考えたのです。
作戦は岡崎衆の活躍も
あって成功し、人質交
換に成功したのです。

松應寺広忠廟（岡崎市松本町） 太原雪斎木像（臨済寺／静岡市）

解答… ⑴ 解答… ⑷

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

５８ ５９



問題55
あるじ

今川氏の支配下において、主のいない岡崎城で長
ほうかい たも

老として家臣団を崩壊させずに保ち続け、駿府に
み がら

身柄を預けられている竹千代には3歳年長の我が
子をお供させた三河武士は次の誰でしょうか？

いしかわきよかね ただかず

⑴ 石川清兼 ⑵ 大久保忠員
ただよし

⑶ 酒井正親 ⑷ 鳥居忠吉

解説 主のいない岡崎城には今川氏の家臣が城
代として駐留していましたが、岡崎衆には

年貢の上納などが厳しく課され、なおかつ織田氏と
し

の戦になれば最前線で危険な戦いを強いられると
いった有様でした。「若君が帰るまでは」と、岡崎衆
に忍耐を促し、気持ちをまとめていた長老が鳥居忠
吉だったと伝えられています。忠吉は家康公が元服
し一時帰参を許されたとき、渡（岡崎市渡町）にある
自分の蔵に案内
して、貯めてき
た銭や米、武具
などを見せ、家
康公を感動させ
たと伝えられて
います。

問題56

次の譜代家臣のなかで、家康公の駿府への人質に
たいどう

帯同しなかったのは誰でしょうか？
かずまさ

⑴ 石川数正 ⑵ 酒井忠次
ひらいわちかよし

⑶ 平岩親吉 ⑷ 本多忠勝

解説 人質としての家康公に帯同した家臣は、
およそ30名あまりであったと記されます。

その中で最も年長であったのが石川数正でした。今
川家との様々な交渉事を行っていたと考えられます。
酒井忠次は岡崎奉行衆の一人として、留守を守って
いた様子がいくつかの史料に散見されます。菅生郷
まんしょう じ

満性寺における「大工跡職の儀」については、駿府の
さ た

元信（家康公）の沙汰を、忠次を含めた五人の奉行の
連名で発行しています。また今川義元からの信頼も

たっちゅう ゆだ

厚く、大樹寺塔頭建立に際しての管理を委ねられて
いました。

酒井忠次生誕地（井田城址／岡崎市井田町）渡城址（岡崎市渡町）

解答… ⑷ 解答… ⑵

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

６０ ６１



問題57
とつ

竹千代の母は、他家に再び嫁ぎながらも駿府にい
たく

る我が子を思い、自分の母に竹千代の養育を託し
ます。駿府に行き、孫の竹千代を養育した祖母の
げんおう に ほうみょう

源応尼の法名は何でしょうか？
け よういん こうだいいん

⑴ 華陽院 ⑵ 高台院
すうげんいん でんつういん

⑶ 崇源院 ⑷ 伝通院

解説 於大の方の実母であり、家康公の祖母に
あたる源応尼については、史料に乏しく明

確なことがわかっていません。ただ、大河内家の娘
であったことや、水野忠政の正室であったこと、松
平清康の第二夫人となっていたことなどは確かで
しょう。清康の死後は岡崎城を出て、幾人かに再縁
しています。岡崎に残って
竹千代を養育したというの
は創作の世界です。駿府で
の人質時代は、今川義元に
要請されて竹千代の養育に
あたりました。後世、家康
公が天下人になったとき、
源応尼のために手習いをし
た知源院を再建し、寺名を
源応尼法名の華陽院とした
のです。

問題58
こう じ

弘治元年（１５５５）、１４歳になった竹千代は今川義元
みずか え ぼ し おや げんぷく

自らが烏帽子親となり元服。義元から「元」の一字
たまわ

を賜り、名を改めました。竹千代の名乗った名前
は何でしょうか？

のぶもと もとただ

⑴ 信元 ⑵ 元忠
もとちか もとのぶ

⑶ 元親 ⑷ 元信

解説 駿府での竹千代は幼いころから武将とし
ての才覚を見せていたのでしょう。義元は

今川家の重臣として竹千代の将来を考え、元服の前
はらまき

年には「腹巻」（具足）をプレゼントして、松平当主と
して認めたりしていました。元服の際には自らが烏

と

帽子親になり、手厚く儀式を執り行っています。名
は「元信」と改めましたが、元
の字は義元の偏諱を授けられ
ました。「信」については、「信
長」の偏諱であるとする意見
もありますが、これは間違い

かん と

でしょう。官途名が「蔵人」（私
称）になっているところから、
同様の官途名を用いていた六
代 信忠の偏諱ではないかと
考えられます。

竹千代腹巻
（静岡浅間神社／静岡市）華陽院墓（華陽院／静岡市）

解答… ⑴ 解答… ⑷

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

６２ ６３



問題59
こう じ

弘治3年（１５５７）、１６歳の家康公は今川義元の妹（あ
つきやまどの

るいは養妹）の娘、後の築山殿と結婚しますが、
この妻（築山殿）の父は誰でしょうか？

うじとよ

⑴ 今川義元の弟 今川氏豊
い はらもとまさ

⑵ 今川家重臣の庵原元政
せきぐちよしひろ ちかなが

⑶ 今川一門の関口義広（親永）
せ な うじとし

⑷ 今川一門の瀬名氏俊

解説 義元が竹千代の将来を今川家の重臣とし
て考えていた様子が、その結婚相手からも

読み取れます。家康公の正室となった築山殿（この
名は後世につけられた通称名）は、今川一門であり、
義元の重臣である関口義広の娘でした。関口氏は駿
河の瀬名郷に知行地を持つ瀬名今川一族で、義元の
親族でもあります。義広の妻は
もともと井伊氏の娘であり、義
元の養妹となっていましたが、
義広に嫁いだとされています。
したがって家康公は義元の姪と
結婚したことになるのです。

問題60
えいろく ういじん

永禄元年（１５５８）、家康公は初陣にあたり、祖父
もとやす

清康の武名にあやかり元康と改名、織田方の鈴木
氏の城を攻めます。家康公の軍議での指示振りや

さいはい かん

その采配に譜代の家臣たちは「清康公の再来」と感
たん

嘆し、家臣一同、その立派な成長ぶりに涙を流し
じっ き

て喜んだと徳川実紀に伝わります。さて、家康公
こうりゃく

が初陣で攻略した城はどこでしょうか？
きよ す

⑴ 尾張 清州城（清須市）
⑵ 尾張 小牧山城（小牧市）
⑶ 三河 田原城（田原市）

てら べ

⑷ 三河 寺部城（豊田市）

解説 今川義元は17歳になった家康公に、加茂
郡寺部城の鈴木重時を攻撃するよう命じま

した。これが家康公の初陣です。領主クラスの子の
初陣というのは一般的には儀式的なもので、安全が
第一だったのですが、家康公は最初から生死をかけ
た戦いに挑んだのです。
自ら馬に乗り、岡崎衆
の先頭に立って戦いま
した。家康公を「馬上
の大将」と称するよう

ゆ え ん

になった所以です。
築山殿（西来院／浜松市） 寺部城址（豊田市）

解答… ⑶ 解答… ⑷

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

６４ ６５



問題61

永禄2年（１５５９）、１８歳の家康公に長男 竹千代（後
のぶやす

の信康）が誕生しました。信康は8年後の永禄１０
年（１５６７）に結婚しますが、同じ9歳で信康の妻と

とくひめ

なった徳姫は誰の娘でしょうか？
うじざね

⑴ 今川氏真 ⑵ 織田信長
かついえ かつより

⑶ 柴田勝家 ⑷ 武田勝頼

解説 後述しますが、家康公は織田信長と同盟
あかし

を結びます。その証として幼い二人の子の
結婚が成立したのです。本人たちはまだ遊びたい盛
りの子どもですから、当然大人の感情はなかったの
ではと思いますが、仲良くもし、けんかもしたこと
でしょう。このような関係が、将来大きな事件（信
康事件）を引き起こすことにつながってしまったの
ではと考えられます。家康公が晩年に息子 秀忠の
妻の江姫に送った手紙の中で、信康について、「自
由気ままに育ててし
まったが、それがもと
で親の言うことを聞か
なくなった」と述懐し
ています。信康と徳姫
の関係性を暗示してい
るようです。

問題62
かめひめ

永禄3年（１５６０）、長女 亀姫が誕生。将来、亀姫
ながしの

の夫になる人物で、長篠の合戦で長篠城を守り抜
いた三河武士は誰でしょうか？

ただちか おくだいらのぶまさ

⑴ 大久保忠隣 ⑵ 奥平信昌
すがぬまさだより す ね え もん

⑶ 菅沼定仍 ⑷ 鳥居強右衛門

解説 亀姫は、桶狭間の合戦の直前に駿府で生
まれました。その後、14歳のとき、家康公

こころ

が奥平氏の帰順を試みた際、織田信長の提案で亀姫
しんしろ

と新城城主 奥平信昌の婚約を条件の一つとして示
したのです。天正3年（１５７５）に起きた長篠の戦いの
戦功で、翌年、信昌のもとへ嫁ぎました。亀姫は4
人の男子（家昌・家治・忠政・
忠明）と１女（大久保忠常室）を
もうけます。後に信昌が関ヶ原
の戦いでの戦功により、美濃加
納10万石に封じられると、亀姫
は三男 忠政共々、加納に移り、
以後は「加納御前」と呼ばれるよ
うになりました。気丈な女性で、
信昌には一人の側室も持たせな
かったと伝えられます。

奥平信昌
きゅうしょういん

（建仁寺塔頭 久昌院／京都市）岡崎三郎信康（勝蓮寺／岡崎市矢作町）

解答… ⑵ 解答… ⑵

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

６６ ６７



問題63
おけ

永禄3年（１５６０）、今川義元が尾張に侵攻した「桶
はざ ま ひょうりょう

狭間の戦い」で、先陣の家康公が兵糧入れを命じ
られた今川方の大高城の城主は誰だったでしょう
か？

う どのながてる

⑴ 井伊直盛 ⑵ 鵜殿長照
かついえ

⑶ 柴田勝家 ⑷ 水野信元

解説 桶狭間の合戦については、今川義元の上
京説はあまり聞かれなくなりました。注目

すべきは、尾張国に構えた今川方の二つの城（鳴海
城、大高城）が、織田方の砦に囲まれる戦況に陥っ
ていたという事実です。いずれも海沿いの重要拠点
でしたので、義元は鳴海には岡部元信、大高には鵜
殿長照と頼れる重臣を配し
ていました。信長は二つの
城の周囲にいくつもの砦を
築き、物資の補給路を遮断
したのです。大高城の鵜殿
長照は義元に救援を要請し、
その兵糧入れの大役を命じ
られたのが家康公だったの
です。

問題64

桶狭間で大将の義元が打ち取られ、家康公は岡崎
の大樹寺に退却。先祖の墓前で自害を決意した家

とう よ しょうにん さと

康公でしたが、登誉上人に諭され、平和社会建設
こころざし さず はた

への志を立てます。家康公が授けられ、以後、旗
じるし かか

印に掲げた言葉とは何だったでしょうか？
おん り え ど ごん ぐ じょう ど

⑴ 厭離穢土 欣求浄土
おうじょうごくらく む げん じ ごく

⑵ 進者往生極楽 退者無間地獄
⑶ 天下和順 日月清明
⑷ 非理法権天

解説 「厭離穢土 欣求浄土」の言葉は、源信に
よる「往生要集」の第1巻、2巻の表題です。

「厭離穢土」の巻では様々な地獄の世界が、「欣求浄
土」の巻では地獄の苦しみから救ってくださる仏の
世界が描かれています。家康
公は「極楽浄土の世界を創る」
ことを自分の志とし、そのた
めに戦うことを決意したので
した。⑵は一向一揆の際に門
徒宗が掲げた言葉、⑶は松平
初代親氏の願文にある言葉、
⑷は楠木正成の旗印に記され
た言葉です。きん だ み ぐ そく

金陀美具足
（久能山東照宮／静岡市）

登誉上人
（大樹寺／岡崎市鴨田町）

解答… ⑵ 解答… ⑴

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

６８ ６９



問題65

岡崎城に入り、自立を目指す家康公は、永禄4年
（１５６１）、今川方の西尾城を攻略。家老として清康、
広忠、家康の三代に仕え、西尾城攻めに功のあっ
た譜代家臣に西尾城を与えました。家康公の下で

しろ も

初の城持ち（城主）となった三河武士は誰だったで
しょうか？

⑴ 石川清兼 ⑵ 大久保忠俊
⑶ 酒井忠次 ⑷ 酒井正親

解説 徳川家の創業期に仕えた酒井氏は、忠次
さ え もんのじょう け う た の かみ け

の「左衛門尉家」と正親の「雅樂頭家」の二
つの系統がありました。先祖は酒井広親で松平初代
親氏の子とも、甥とも伝えられます。正親は清康の

え な

代から重臣として仕え、家康公の生誕時には「胞衣
がたな

刀」を抱く役目を果たしていました。家康公が駿府
に人質として囚われているときには、岡崎五奉行の
筆頭として留守を守っています。家康公の信頼も厚
く、家臣としては
最初の城持ちとし
て西尾城を与えら
れたのです。

問題66
きよ

永禄5年（１５６２）、家康公は織田信長と軍事同盟（清
す どうめい したが

州同盟）を結びます。このとき、家康公に従い清
おもむ ほ

州城に赴いた際の振る舞いを信長より褒められ、
た ち たまわ

太刀を賜ったと伝わる三河武士は誰でしょうか？
うえむらいえさだ

⑴ 石川数正 ⑵ 植村家存
はち や さだつぐ

⑶ 酒井忠次 ⑷ 蜂屋貞次

解説 植村家存は9歳から家康公に側近として
仕え、信長との清州同盟締結の際には、と

もに清州城まで赴きました。家康公の刀持ちとして、
えっけん

大刀を持ったまま謁見の書院に入ろうとしたのを信
とが

長の家臣に咎められると、「主の身を守るのが我ら
にら

の役目」と逆に睨み返したと言います。その様子を
はんかい

見ていた信長は感心し、前漢の樊噲（劉邦に仕えた
武将）に似ていると賞賛しました。会見後、信長は
家存に二振りの「行光の太刀」を与えたと伝わります。
家存は後には家康
公の旗本先手役と
なり、若くして一
隊の将となりまし
た。

胞衣刀を抱く酒井正親（東照社縁起絵巻巻一） 植村氏明生誕地碑（岡崎市東本郷町）

解答… ⑷ 解答… ⑵

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

７０ ７１



問題67

永禄6年（１５６３）、元康から家康に改名した年に「三
いっこういっ き ぼっぱつ

河一向一揆」が勃発します。この一揆が起こった
理由とされるのはどれでしょうか？

⑴ 三河を加賀国のように一向宗徒による自治国
にしたかったため

⑵ 家康公と対立する国人領主などに家康政権を
たお せんどう

倒すよう扇動されたため
ほ ばく

⑶ 家康側が無法者を寺内で捕縛するなど守護不
しんがい

入の特権を侵害したため
き え

⑷ 家康側が松平家が帰依する浄土宗以外の寺院
せま

に改宗を迫ったため

ふ だい に

解説 三河一向一揆は松平家譜代の家臣団が二
ぶん

分するなど、家康公にとって大変な危機と
なりました。この一揆は宗教的な対立というよりも、

おか

一揆側の真宗寺院に許されていた「不入権」特権を侵
したことが原因と考えられます。特に家康公の家臣

じょうぐう じ もみごめ

が佐々木上宮寺に押し入り、境内の籾米を強引に持
ち去ったことが発端にな
りました。一向一揆はこ
の地域の領主権を巡る権
力争いだったと考えても
よいでしょう。

問題68
きょてん

一揆側の拠点（三河三ヶ寺）のひとつである佐々木
じょうぐう じ くわ こ みょうげん じ

上宮寺に対し、すぐ北に立地する桑子 妙源寺は
家康側の拠点となりました。この妙源寺を創建し
た桑子城主の一族で、後に家康公の側近となり、
き い つけ か ろう

紀伊徳川家の付家老（田辺城主）になった三河武士
は誰でしょうか？

なおつぐ のぶよし

⑴ 安藤直次 ⑵ 中山信吉
なる せ まさなり みず の しげなか

⑶ 成瀬正成 ⑷ 水野重央

解説 三河国桑子の在地領主であった安藤信平
しんらん

が、鎌倉中期に親鸞の説法に感化されて創
建したのが妙源寺であると伝わります。その安藤氏
一族の子孫と考えられる直次は、弘治元年（１５５５）に
生誕、幼少期から家康公に仕え、姉川の戦いや長篠

まさずみ

の戦いにも参戦しました。江戸開幕後は、本多正純
や成瀬正成と共に家康公の側近として活躍します。
駿府での大御所時代にも同様に政策ブレーンとして
参画し、家康公の十

よりのぶ

男 頼宣の紀州藩付
家老となって紀伊田
辺城主となりました。

上宮寺本堂（岡崎市上佐々木町）
やなぎ

妙源寺柳堂（岡崎市大和町）

解答… ⑶ 解答… ⑴

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

７２ ７３



問題69
きょてん はりさき しょうまん じ

一揆側の拠点のひとつである針崎 勝鬘寺と岡崎
さいげきせん ち とりで

城の中間地にあり、最激戦地となった上和田砦を
あ わ ぼく ちゅう

一族を挙げて守り抜き、後に一揆衆との和睦の仲
かい

介も行ったのは何氏でしょうか？

⑴ 大久保氏 ⑵ 酒井氏
⑶ 鳥居氏 ⑷ 本多氏

ほっ け しゅう

解説 大久保一族は代々法華宗の宗門であり、
一向一揆を起こした浄土真宗本願寺派（一

向宗）の門徒武士はいませんでした。そのため一族
を挙げて家康公に従い、特に付近の針崎勝鬘寺門徒
と激しく争いました。上和田城には大久保一族が集
結、岡崎城に押し寄せようとする一向宗門徒と激戦
となり、家康公自身も駆け付けたという記録が残さ
れています。針崎勝鬘寺門徒のリーダーに、大久保

はち や さだつぐ

家と縁戚関係にある蜂屋貞次がいました。後に貞次
ただ

から和睦の相談を持ちかけられた大久保家長老の忠
とし じょうじゅいん

俊は、浄珠院での和
睦交渉の仲介をしま
す。一揆側の武士た

しゃめん

ちを赦免するように
家康公に説得した話
は有名です。

問題70
き

一揆側に付いた家臣の一部は、一揆の終結後、帰
さん ゆる み かた が はら

参を赦されました。その後「三方ヶ原の戦い」にお
おん ぎ むく み が

いて、家康公の恩義に報いるべく、家康公の身代
わりとなって戦死した三河武士は次の誰でしょう
か？

はち や さだつぐ なつ め よしのぶ

⑴ 蜂屋貞次 ⑵ 夏目吉信
まさのぶ わたなべもりつな

⑶ 本多正信 ⑷ 渡辺守綱

解説 家康公は大久保忠俊の進言に従い、多く
の武士たちを赦免しました。許された武士

たちは、その後は家康公のために忠義を尽くします。
むつぐり

特筆すべき活躍をした武士に幸田六栗郷在住の譜代
家臣 夏目吉信がいます。吉信は三方ヶ原の合戦時
には浜松城の留守を守っていました。しかし家康公
危機の報が入ると、数十名の家臣たちを引き連れ三
方ヶ原に。戦場で死を覚悟した家康公を引き留め、
自分の馬に乗せて城に引き
返させると、自らは三河守
家康を名乗り討ち死にを遂
げたと伝えられています。

たた

浜松市には吉信の忠義を称
せいちゅう ひ

える旌忠碑が建てられてい
ます。

上和田城跡
（大久保一族発蹟地／岡崎市上和田町） 夏目吉信旌忠碑（浜松市）

解答… ⑴ 解答… ⑵

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

７４ ７５



問題71

一揆では一向宗徒側の武将として家康公に敵対し、
しゅうそく ご る ろう や ま と まつながひさひで

収束後は諸国を流浪。大和国の松永久秀に「非常
うつわ ゆる

の器である」と高く評価され、帰参を赦されると
さんぼう ばく

家康公の側近の参謀として徳川政権確立や初期幕
せい

政を主導した三河武士は誰でしょうか？

⑴ 蜂屋貞次 ⑵ 夏目吉信
⑶ 本多正信 ⑷ 渡辺守綱

解説 家康公の晩年、その右腕として手腕を発
揮したのが本多正信です。天文7年（１５３８）

の生まれといいますから家康公よりも4歳年長とい
たかじょう

うことになります。はじめは鷹匠として家康公に仕
つまび

えたようですが、その生い立ちについては詳らかで
はありません。しかし永禄6年（１５６３）に起きた三河
一向一揆では、一揆方の武将として弟と共に家康公
に敵対しました。一揆
の終息後は、岡崎を出
奔して大和国の松永久
秀に仕えます。その後、
久秀のもとを去って諸
国を流浪しますが、大
久保忠世の計らいで再
び家康公に仕えるよう
になりました。

問題72
やり

槍が得意で「槍半蔵」と呼ばれ、一向一揆では父と
くみ ゆる

ともに一揆側に与しましたが終結後に赦され、後
よしなお つけ か ろう

に家康公九男 義直の尾張藩付家老に任じられ、
てら べ

三河 寺部城主（豊田市）となった三河武士は誰で
しょうか？

⑴ 蜂屋貞次 ⑵ 夏目吉信
⑶ 本多正信 ⑷ 渡辺守綱

さ が わた

解説 渡辺守綱の先祖は、嵯峨源氏の嫡流 渡
なべのつな

辺綱の流れを汲むと伝わります。系譜によ
れば足利将軍家に奉公衆として仕え、後に三河国浦
部郷に移住してきました。渡辺守綱は通称を半蔵と
称していました。家康公と同じ年に生まれ、若いこ
ろから出仕し、西三河の平定戦で大いに活躍をしま
す。特に今川方の板倉重貞
と争った豊川の八幡の戦い
では、追ってくる敵に対し、
得意の槍で防戦したことか
ら「槍半蔵」の異名で呼ばれ
ました。服部正成の「鬼半
蔵」と対比して呼ばれたも
のでしょう。後に尾張藩の
付家老となり、寺部城主と
なったのです。本多正信（加賀本多博物館／金沢市） 渡辺守綱（守綱寺／豊田市）

解答… ⑶ 解答… ⑷

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

７６ ７７



問題73

三河一向一揆を平定した家康公は、永禄8年
（１５６５）、東三河平定戦で今川方の最重要拠点の吉
田城を攻略し、功のあった譜代家臣に吉田城を与
えました。家康公の家臣としては西尾城に続き、

しろ も

二番目の「城持ち」となり、東三河を任された三河
武士は誰でしょうか？

⑴ 石川数正 ⑵ 酒井忠次
⑶ 鳥居元忠 ⑷ 平岩親吉

解説 この時に家康公から酒井忠次に宛てた書
状が残されていますが、「吉田東三河之儀

申付候」―吉田と東三河の知行を任せるという内容
が記されていました。家康公は三河一向一揆で分裂
した家臣団を再編成し、東西三河の家臣団をそれぞ

はたがしら

れの旗頭のもとに統率しました。その内容を見てみ
ると、西三河の家臣団には矢作川流域の松平一族が
多く、東三河の家臣団には松平一族に加えて国人衆
と呼ばれる在地の領主
層も含まれています。
その旗頭となった忠次
は、家康公に最も近い
リーダーであったこと
が容易に想像できるの
です。

問題74
かんらく

東三河平定戦で田原城を陥落させた恩賞に家康公
こうづけ

から田原城を与えられ、後の関東移封で上野 白
井城（群馬県渋川市）に移るまで田原城主を務めた

ちゃく し

三河武士は誰でしょうか？関ヶ原合戦後、嫡子は
初代岡崎藩主になります。

いえなり

⑴ 石川家成 ⑵ 本多忠勝
さだよし ひろたか

⑶ 奥平定能 ⑷ 本多広孝

解説 本多家は大きく分類すると五つの家が存
在します。本多忠勝の平八郎家、重次の作

左衛門家、正信の弥八郎家、康俊の彦八郎家、康重
ぶんごのかみ け

の豊後守家の五つです。このうち、岡崎藩主となっ
たのは、前半に本多康重の豊後守家、後半に忠勝子
孫の平八郎家でした。この豊後守家では、康重の父
である広孝が家康公に忠義を尽くし、信頼もされた
武将でした。三河一向一揆の際には本多一族が二分
する中、我が子の康重を人
質に差し出し家康公に忠節
を誓ったと伝えられます。
このようなこともあり、家
康公は岡崎藩初代藩主に康

ばってき

重を抜擢したのでしょう。

酒井忠次宛家康判物
（致道博物館／鶴岡市） 本多康重（忠恩寺／長野県飯山市）

解答… ⑵ 解答… ⑷

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

７８ ７９



問題75

永禄8年（１５６５）、三河領内の民政の充実を図るた
さん ぶ ぎょう

め、家康公は「三河三奉行」を置いたといわれてい
さんしゃさんよう

ます。性格が異なる三者三様の三人のなかで、公
しんちょう かたよ

平、慎重でどちらにも偏らない判断をすることか
ら、「どちへんなし」と評された三河武士は誰で
しょうか？

やすかげ ただまさ

⑴ 天野康景 ⑵ 大岡忠政
こうりききよなが しげつぐ

⑶ 高力清長 ⑷ 本多重次

解説 三河一向一揆が終結した翌年の永禄8年
（１５６５）3月、家康公は天野康景、高力清長、

本多重次の三人を三河の三奉行として、民政・訴訟
等を担当させることにしました。「仏高力、鬼作左、
どちへんなしの天野三兵」と評されましたが、これ
は、三人それぞれ性格が異な
る者を奉行として抜擢し、個
性に応じて適材適所に配置し
た家康公の人事面での優れた
能力を評したものでもありま
す。この時には軍制の再編も
行っており、民政面でも門閥
や一門によるものではない、
新しい政治の形を示した職制
であると考えられます。

問題76
ほくえつ ぼ しん いつ わ

幕末の北越戊辰戦争で焼かれ、米百俵の逸話を残
えち ご

した越後 長岡藩。筆頭家老 稲垣平助は主戦派
かわ い つぎ の すけ

河井継之助と対立し、後に長岡藩再興をした人。
たてわき かんたい

上席家老 山本帯刀は、後に連合艦隊司令長官に
い そ ろく

なる山本五十六に家を継がせました。藩主 牧野
家、両家老（稲垣家、山本家）ともに出身地は三河
です。さて、戦国期の三河平定戦、今川家に忠節
を尽くし、最後まで家康公に抗戦した牧野氏の居
城はどこだったでしょうか？

うし く ぼ

⑴ 牛久保城（豊川市）
したら

⑵ 設楽城（北設楽郡東栄町）
に れん ぎ

⑶ 二連木城（豊橋市）
⑷ 野田城（新城市）

解説 牧野家は牛久保（豊川市）に居城を構えて
いた国人衆です。もともと、松平家はもと

より、今川家に対しても独立を保ちながら、家の存
こ はく

続を果たしてきました。先祖の牧野古白は吉田城を
築城し、松平長忠に備えます
が、永正三河の乱後には今川
家に接収されることになりま
す。牧野家は独立心が旺盛で
あり、最後まで家康公の三河
統一に抵抗したのです。

小牧長久手合戦図屏風の天野康景
（犬山城白帝文庫/犬山市） 長岡藩初代藩主 牧野忠成 木像

解答… ⑴ 解答… ⑴

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

８０ ８１



問題77
なりさだ

永禄9年（１５６６）、牧野成定を降伏させ、家康公は
三河統一を実現しました。家康公が東三河を平定
していく過程において、今川方で抵抗した武士た

しょぐう

ちに対し、全般的にどのような処遇を行ったので
しょうか？

ぼっ

⑴ 城主一族は処刑し、重臣は追放して領地を没
しゅう

収するなど、二度と抵抗することがないよう
きび

厳しく処断した。
げんかく

⑵ 人質を取り、譜代家臣の部下として厳格に従
わせた。

あん ど こくだか が

⑶ 本領を安堵したり、同等の石高の領地替えを
けんえき かんだい

約束するなど、これまでの権益を認める寛大
な処遇をした。

⑷ 今川家から受けていた以上の地位と領地を与
ゆうぐう

え、譜代家臣より優遇した。

解説 武士たちの無秩序な土地の奪い合いが戦
あるじ

国時代。主に対する忠節も自分の土地を守
るために示したものです。
家康公のみならず、戦国

あん ど じょう

大名たちは安堵状を発給
したのです。

問題78

永禄9年（１５６６）、三河の統一を果たした家康公は、
じゅ ご いの げ い かい

朝廷より“従五位下”の位階と、かつての今川義元
ふくせい

と同じ官職が与えられ、併せて徳川復姓（改姓）が
かん と

認められました。その官職（官途）は何だったで
しょうか？

くらんどのすけ せい い たいしょうぐん

⑴ 蔵人佐 ⑵ 征夷大将軍
なかつかさたい ふ みかわのかみ

⑶ 中務大輔 ⑷ 三河守

解説 「三河守」などの、国名が記される官職名
は多くの武士たちが使用しています。例え
ほうきのかみ

ば、石川伯耆守数正とか、本多豊後守広孝など、大
名でもないのに使用している場合があります。自分
で勝手に名乗ることもできたのですね。そういう場

し しょう

合は「私称」ということになり
ます。官職名は朝廷の様々な
役職名ですから、正式には朝
廷から授かるものですが、多
くの武士たちはそのようにな
ることを望んで称していたと
いうことでしょうか。先祖か
ら受け継いでという場合もあ
りました。家康公も正式に三

くらんどのすけ

河守を称する前は、「蔵人佐」
を称していました。

「蔵人家康」の署名
酒井忠次宛判物

（致道博物館／鶴岡市）牛久保城址（豊川市）

解答… ⑶ 解答… ⑷

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

８２ ８３



問題79

一般的に三河統一と言いますが、永禄9年（１５６６）
時点では、三河国内に別の人物が統治していた地
域が二ヶ所ありました。ひとつは織田領に組み込

か も

まれた加茂郡の矢作川以西（豊田市、みよし市を
中心とした地域）ですが、もう一ヶ所はどこでしょ
うか？

あつ み

⑴ 渥美郡南部（田原市）が今川領
したら

⑵ 設楽郡の大部分（新城市、設楽町など）が武田
領
は ず

⑶ 幡豆郡南部（西尾市の一部）が吉良領
⑷ 碧海郡の大部分（安城市、刈谷市、知立市、
碧南市、高浜市）が水野領

解説 刈谷の水野氏、と表現することが多いで
すが、実際は碧海郡の大部分を支配地とし

ていました。これは、岡崎の松平氏が、もっと広範
な地域を治めていたと同様、居城がどこにあったの
かを示す言い方です。織田信長は水野領が次第に広
くなっていくことを警
戒していました。その

ざん

結果、佐久間信盛の讒
げん

言を聞き家康公に処断
を命じたと考えられて
います。

問題80
みつぞなえ

三河一向一揆の後、家康公は「三備の制」と呼ばれ
る家臣団の軍制改革を行い、三河家臣団を東三河

ちょっかつ はたもと み

衆と西三河衆、そして家康公直轄の旗本の三つ
ぞな

備えに再編しました。次の中で、旗本先手役とし
て活躍した三河武士は誰でしょうか？

かずまさ さいごうまさかつ

⑴ 石川数正 ⑵ 西郷正勝
まさのぶ

⑶ 本多忠勝 ⑷ 本多正信

解説 旗本とは、大将の本陣旗を守る武士たち
こ の え

を指して表現した言葉です。親衛隊や近衛
兵のような存在と考えてよいでしょう。「先手役」は
「さきてやく」と読みますが、「せんてやく」と呼んで
も間違いではありません。家康公独自の軍制で、旗
本を自身の護衛のみではな
く、積極的に戦闘に投入す
ることを目的とした親衛隊
のような部隊でしたので、
城下に常駐させたのです。
代表的な武士が本多忠勝、
榊原康政、鳥居元忠、大久

ただすけ いえさだ

保忠世、忠佐、植村家存な
どです。

本多忠勝像
（岡崎公園／岡崎市康生町）刈谷城帯曲輪外堀（刈谷市）

解答… ⑷ 解答… ⑶

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

８４ ８５



問題81
しょうがい お

生涯５７度の戦いで、かすり傷ひとつ負わなかった
す

と伝えられ、武田には「家康に過ぎたるもの」、織
み か そな

田信長には「花も実も兼ね備えた武将」、豊臣秀吉
ぶ

には「日本第一、古今独歩の勇士」とその武者振り
たた と ん ぼきり

を称えられた三河武士は誰でしょうか？ 蜻蛉切
やり しかづの かぶと

の槍と鹿角の兜で知られ、子孫は三河 岡崎藩主
として明治を迎えました。

⑴ 井伊直政 ⑵ 酒井忠次
⑶ 榊原康政 ⑷ 本多忠勝

解説 本多忠勝は武功の人、というイメージが
強いですが、家康公の天下平定事業で、常

に側近として大きな戦の一線で活躍をしてきたから
です。ただ、もう一面、忠勝が評価されるのは、大
多喜（千葉県）や桑名（三重県）における、機能的なま
ちづくりでしょう。特に桑名は「慶長の町割り」と呼

い び

ばれる、揖斐川の水
を引き込んで商人町
や武家町、寺町など
を区割りしたグラン
ドデザインが優れて
おり、現在でも生か
されています。

問題82
けんしょう いっぴつけいじょう

後に日本一短い手紙と顕彰される「一筆啓上 火の
せん こ ながしの

用心 お仙泣かすな 馬肥やせ」の文を長篠の陣中
から妻に書き送った三河武士は誰でしょうか？

ただ よ

⑴ 大久保忠世 ⑵ 酒井忠次
しげつぐ

⑶ 榊原康政 ⑷ 本多重次

解説 本多重次ですね。「鬼作左」との異名を持
つ、厳格で頑固な印象の武士ですが、それ

だけに家族を思う心情があふれる手紙として、重次
の人柄をよく表しています。秀吉の実母 大政所の
岡崎城での扱いに激怒した秀吉の命で、家康公は仕

ちっきょ なるしげ

方なく重次を蟄居させますが、子の成重（お仙＝仙
つけ が ろう

千代）を越前松平秀康の付家老として越前国丸岡藩
4万３千石、丸岡城主に抜擢しました。丸岡城は安
土桃山時代に築城された、大変古い現存天守として
有名ですが、丸岡の町では重次の手紙を町おこしに
利用し「日本一短
い手紙」の町とし
てアピールをして
います。

桑名城外堀（慶長の町割り跡／桑名市） 丸岡城天守（福井県坂井市）

解答… ⑷ 解答… ⑷

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

８６ ８７



問題83
おにはんぞう い みょう やり つか

「鬼半蔵」の異名を持つ槍の遣い手で、「本能寺の
さかい い が ご

変」の際、堺（大阪府）にいた家康公一行の“伊賀越
ひき

え”の危機を救い、その後、伊賀衆を率いました。
からめてもん けい ご

江戸城から甲州街道に通じる搦手門の警固をこの
半蔵が担当したことから、門の名前が「半蔵門」に
なったとも伝わる三河武士は誰でしょうか？

はち す か まさかつ

⑴ 石川数正 ⑵ 蜂須賀正勝
⑶ 服部正成 ⑷ 本多正信

解説 服部氏については、伊賀国の在地領主で
やすなが

あった服部半蔵保長が、はじめ室町幕府第
よしてる

十三代将軍 足利義輝に仕え、後に松平清康・広忠
に仕えたと伝わります。以後、服部氏は代々松平氏
（徳川氏）に仕えました。保長の子 正成は家康公に
仕えますが、伊賀国の生まれではなく三河国の生ま
れです（地域は特定できていません）。伊賀越えの際
には、旧領地の者たちが協力をしたのでしょうか、
正成が忍者を引き連れて…という事実はなさそうで
す。正成は旗本として家
康公の警護や情報伝達の

つ

任に就いており、江戸城
半蔵門付近に屋敷を構え
て将軍の警護にあたった
のです。

問題84

駿府人質時代から付き従い、関白 秀吉から官位
すいきょ そうら

を推挙された際、「それがし不才者に候えば、両
おんけい こうむ

君の恩恵を蒙って二主へ忠を尽くす道を知り申さ
こ じ ぜんしょうせん あい づ ふし み

ず」と固辞し、関ヶ原前哨戦の会津攻めでは伏見
じょう ぎょくさい しょうがい

城を預かって玉砕し、その忠節の生涯は「三河武
かがみ たた

士の鑑」と称えられる武将は誰でしょうか？

⑴ 榊原康政 ⑵ 鳥居元忠
ないとういえなが

⑶ 内藤家長 ⑷ 本多忠勝

解説 鳥居元忠の忠節心は、江戸時代の武士た
ちの良いお手本となりました。戦国の時代

では、武士の本義は「家と土地を守ること」であった
のですが、そのための争いが絶えなかったために、
新しい武士の姿を「利を求めない、主君に忠義を尽
くす、民に慈悲の心を持つ」姿に変えようとしまし
た。そのために「正義を学ぶ学問」とも評される朱子
学を学び、お手本となる武士
の姿を三河譜代の武士に求め
たのでしょう。伏見城で玉砕
をした元忠の姿は「三河武士
の鑑」と称賛され、武士たち
の鑑にもなったのです。

鳥居元忠
（精忠神社／栃木県下都賀郡壬生町）半蔵門古写真（甲州街道／千代田区）

解答… ⑶ 解答… ⑵

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

８８ ８９



問題85
もりやく あと つ

長男 信康の傅役を務めた家臣に跡継ぎがいない
せん ち よ

ことを心配した家康公は、八男 仙千代を養子に
ぼつ よしなお もりやく か い

与え（6歳で没）、さらに九男 義直の傅役と甲斐
統治を命じ、そして義直が尾張に転封すると付家

じきしん

老として付属させました。直臣扱いの犬山城主と
して尾張徳川藩の基礎固めに尽くしたこの三河武
士は誰でしょうか？

⑴ 成瀬正成 ⑵ 平岩親吉
なおつぐ

⑶ 安藤直次 ⑷ 渡辺守綱

もののべ

解説 平岩氏の先祖は、古代には物部氏の一族
ゆ げ

でもあった弓削氏と伝えられています。三
河国額田郡坂崎郷（幸田町坂崎）に居住しました。同

ちな

地にある平らな巨岩に因んで「平岩姓」を称したと伝
えられます。平岩親吉は家康公と同年であり、幼い
ころから近侍しました。家康公からの信頼も厚く、
信康の傅役としても有名ですね。跡継ぎに恵まれま
せんでしたが、無理に養
子を求めず、最後は無嗣
断絶となってしまいまし
た。信康の死が影響して
いたとも考えられます。

問題86
お い

現在の岡崎市小美町に生まれ、仏門に入ったもの
か とく つ た

の、父や家督を継いだ弟が戦死し、家が絶えるの
お めい げんぞく

を惜しんだ家康公の命で還俗。駿府、江戸、京都
まち ぶ ぎょう れきにん たた しょ

の町奉行を歴任し名奉行と称えられ、後に京都所
し だい

司代として活躍した三河武士は誰でしょうか？
いたくらかつしげ

⑴ 板倉勝重 ⑵ 奥平信昌
ど い としかつ まさずみ

⑶ 土井利勝 ⑷ 本多正純

解説 三河の板倉氏は、板倉頼重がその祖とさ
よししげ

れており、子の好重と共に深溝の松平氏に
仕えました。好重の二男が勝重です。長男の忠重は
父と同様、深溝の松平氏に仕え、三男の定重が家督
を継いで家康公に仕え、勝重は真宗の僧になりまし
た。ところが定重が高天神城の戦いで戦死したこと

げんぞく

から、勝重は家康公の命で還俗、板倉家の家督を継
いだのです。勝重は武人というよりも政治家として
の能力を発揮し、関ヶ原の合戦以後、家康公に重用
されるようになりま
した。京都所司代と
しては主に朝廷との
交渉に従事し、幕府
けん い

の権威を認めさせる
働きをしたのです。

平岩親吉（平田院／名古屋市）
ちょうえん じ

板倉勝重木像（長圓寺／西尾市）

解答… ⑵ 解答… ⑴

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

９０ ９１



問題87
ふ だい あかぞな

三河以外の出身ながら三河譜代に数えられ、赤備
ひき きんのう

え軍団を率いて活躍。勤王の家で、代々、彦根藩
はいしゅつ

主を務め、江戸期には4人の大老を輩出した一族
は何氏でしょうか？

⑴ 井伊氏 ⑵ 高木氏
ほっ た やなぎさわ

⑶ 堀田氏 ⑷ 柳沢氏

へんさん

解説 幕府編纂の「寛永諸家系図伝」では、井伊
げんくん

直政を「開国の元勲」と記しています。直政
の旧豊臣大名との外交力を高く評価したものでした。

なおすけ

また幕末の大老 井伊直弼も「日米修好通商条約」を
締結、同様に「開国の元勲」と評されています。井伊
家は直政以来、徳川将軍家にとっては常に重要な政
治的役割を果たしてきたと言えます。彦根井伊家の

い い のや

祖となった直政は、遠江国井伊谷の生まれですが、
はんかん ふ りゅうえい ひ かん

「藩幹譜」や「柳営秘鑑」によれば、「岡崎譜代」となっ
ています。これは直政の父 直親が岡崎の家康公と
よしみ

誼を通じていたことが、
岡崎譜代に値するとい
う意味だと伝えられま
すが、実際は直政本人
の譜代家臣団筆頭の地
位がそうさせたので
しょう。

問題88
こうだん か ぶ き い

講談、歌舞伎、映画やテレビなどで「天下のご意
けんばん

見番」として知られる三河武士 大久保彦左衛門を
紹介する内容として不適切なものはどれでしょう
か？

ただしげ ただかず

⑴ 七代 松平清康に仕えた忠茂の孫で、忠員の
ただすけ

八男、小田原藩主の忠世や沼津藩主 忠佐の
弟にあたる。
とおとうみ

⑵ 遠江平定戦から大坂の陣まで数々の戦いに参
やり ぶ ぎょう

陣。大坂の陣では槍奉行、三代将軍 家光の
はた

代には旗奉行を務める。
⑶ 沼津藩主を継ぐことを断り、旗本として三河

ち ぎょう

国額田郡に知行を得て、陣屋を現在の額田郡
幸田町に置く。
きんざん なが

⑷ 金山奉行を務め、後に老中になった大久保長
やす い と こ い ず さいくつりょう

安は従弟で、共に伊豆金山の開発と採掘量の
こうけん

増加に貢献した。

解説 大久保彦左衛門忠教は旗本として生涯を
閉じています。知行地としては岡崎市内と

幸田町地内があり、その陣屋
が現在の八百富神社（幸田町）
の位置になります。幸田町を

ゆ え ん

「彦左の里」とする所以です。
大久保陣屋跡

（八百富神社本殿／幸田町）井伊直政木像（龍潭寺／浜松市）

解答… ⑴ 解答… ⑷

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

９２ ９３



問題89
しんじゅく

東京の新宿の地名は、ある三河武士の広大な敷地
ゆ らい

内に甲州街道の新たな宿場が置かれたことに由来
しています。関東移封後に関東総奉行、江戸町奉

たかとおはん

行、老中などを歴任し、子孫は高遠藩（長野県）で
明治を迎えたこの三河武士は誰でしょうか？

ただなり まさなり

⑴ 青山忠成 ⑵ 井上正就
おお す が やすたか きよなり

⑶ 大須賀康高 ⑷ 内藤清成

解説 新宿は本来「内藤新宿」と呼ばれていまし
た。現在でもその地名は使われています。

内藤家の屋敷地にそって甲州街道が通され、宿場町
が出来上がった際に命名されました。内藤清成は弘
治元年（１５５５）、三河国岡崎で出生、内藤忠政の養子
となり、19歳で家督を継ぎました。浜松城で家康公
に出仕します。後に秀忠の傅役を任されました。家
康公の関東移封に際しては、清成は鉄砲隊を率いて
江戸入りの先陣を務
めます。その後、江
戸町奉行、関東総奉
行などを歴任し、関
ヶ原合戦後には加増
されて大名に列せら
れました。

問題90
は ず

三河国幡豆郡小島村（西尾市小島町）出身。関東移
だいかんがしら

封後は、関東代官頭として、検地、新田開発、河
川改修に功績があり、特に江戸湾に流れ込んでい

と ね がわ いしずえ

た利根川の付け替え工事は江戸発展の礎となりま
した。この三河武士は誰でしょうか？

い な ただつぐ

⑴ 伊奈忠次 ⑵ 大久保長安
く ぜ ひろのぶ

⑶ 久世広宣 ⑷ 土井利勝

解説 関東各地には伊奈忠次を顕彰して、官職
名の「備前」を付けた堀や堤防などがありま

す。水戸市には「備前堀」が現存し、橋の上には忠次
の像が建てられています。忠次は三河国幡豆郡小島
城（西尾市小島町）、伊奈忠家の嫡男に生まれました。
父が三河一向一揆で門徒側についたため出奔、後に
許されて三遠奉行の一人とし

お

て検地などの代官であった小
ぐり

栗吉忠の同心となり、後に吉
忠の跡を継ぐ形で代官衆の筆
頭になりました。以後、家康
公の五ヶ国総検地に大活躍し、
関東移封後は関東代官頭とし
て各地に名を残したのです。

内藤新宿
（模型・江戸東京博物館／墨田区） 伊奈忠次像（水戸市）

解答… ⑷ 解答… ⑴

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

９４ ９５



問題91
かり や

永禄7年（１５６４）に三河国刈谷に生まれ、若くして
しゅっぽん

家康公に仕えますが出奔。諸国を渡りながら8名
あるじ

の主に仕え、帰参すると家康公の元で刈谷城主と
ゆうもう おにひゅうが びん

なり、その勇猛さから「鬼日向」と称され、後に備
ご

後 福山藩（広島県）の初代藩主となった三河武士
は誰でしょうか？

きよひで

⑴ 大岡忠政 ⑵ 高木清秀
なおかつ かつなり

⑶ 永井直勝 ⑷ 水野勝成

解説 水野勝成は各地を遍歴し武勇伝も多いこ
とから、武功の人として捉えがちですが、

げん な えん ぶ

元和偃武後に藩主となった福山では、その卓抜した
城下町づくりでも顕彰されています。西日本が外様

さいごくちんじゅ お

大名で占められていた中で、西国鎮守の任を帯びた
譜代大名として備後国に入封、１０万石の領主となり
ました。元和８年（１６２２）には、五重五層地下一階の
天守閣をもつ巨城「福山城」を完成させ地名を「福山」
と名付けました。また，芦田川デルタの干拓による
城下町の建設をはじめ、綿花栽培の奨励による繊維
産業の育成や、上水道の敷設、
戦国時代以来荒らされていた神
社仏閣の修理・再建など、領内
の治政に力を尽くしています。
（福山市ホームページより）

問題92
は しば

小牧・長久手合戦の和議の条件により、羽柴秀吉
お ぎ

の養子（人質）に出されていた家康公の二男 於義
まる ゆう き ひでやす

丸（後の結城秀康）に小姓として付き従い、関ヶ原
えちぜん

の合戦後、秀康が越前福井６７万石の大名となると、
ふ ちゅう

付家老として越前府中城主となった三河武士は誰
でしょうか？

やすかつ お ぐりただまさ

⑴ 石川康勝 ⑵ 小栗忠政
なりつぐ とみまさ

⑶ 鳥居成次 ⑷ 本多富正

解説 本多富正は、鬼作左で知られる三河譜代
の重臣 本多重次の甥（兄の子）にあたりま

す。豊臣秀吉のもとに人質として差し出された於義
丸（後の結城秀康）に付き従い、後には秀康の側近と
して活躍するようになりました。関ヶ原合戦後、秀
康が越前国に6７万石の石高で入封され、福井城を築
城、福井藩を立藩すると、富正にはその家老職が与
えられます。ただし、家康公の計らいにより付家老
として徳川家の直臣扱
いとなり、越前府中城
主となったのです。秀
康が死去すると、富正
は藩の執政を任されま
した。

福山城天守（福山市） 越前府中城表門（越前市）

解答… ⑷ 解答… ⑷

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」

９６ ９７



問題93

三河武士の各一族のなかで、江戸時代、大名家13、
もんばつ

旗本45家を有する最大の譜代門閥となったのは何
氏でしょうか？

⑴ 石川氏 ⑵ 大久保氏
⑶ 榊原氏 ⑷ 本多氏

解説 多くの三河武士の一門のなかで、最も多
くの大名や旗本を輩出したのは本多一族で

す。本多氏は岩津譜代とも伝わる古くからの譜代家
臣で、いくつかの家に分かれますが、代表的な家は
次の五家といわれます。
○平八郎家……徳川四天王に数えられる本多忠勝の

家系で、宗家は三河岡崎藩で明治を
迎えました。

○作左衛門家…三河三奉行で知られる本多重次の家
系で、越前丸岡藩主になりますが、
子孫は旗本となります。

○弥八郎家……家康公の参謀ともいわれる本多正信
の家系ですが、宗家は改易。子孫は
旗本として残ります。

○豊後守家……田原城主となった本多広孝の家系で、
最初の岡崎藩主家。子孫は信濃飯山
藩主で明治を迎えます。

○彦八郎家……東三河伊奈城主の家系で、宗家は近
ぜ ぜ

江膳所藩で明治を迎えました。

問題94

三河武士（徳川・松平一門は除く）たちが江戸期を
おさ

通して治めた市町数が二番目に多いのは愛知県で
あ わ かず

すが、一番多い県はどこでしょうか？ 安房・上
さ しもうさ

総・下総と呼ばれた地域です。

⑴ 岡山県 ⑵ 静岡県
⑶ 千葉県 ⑷ 三重県

解説 江戸期を通して、幕府にとって信頼のお
ける大名たちは、何といっても三河譜代の

大名たちでした。彼らは禄高は大きくないものの、
将軍家の近くに知行地を持ち、いざという時には江
戸を守ることを求められていました。そのため、三
河武士が治めた町は、現在でも東京周辺が多く、次
に名古屋周辺、畿内では京都周辺が多かったと言え
ます。ただし配置換えが進んでいくと、三河譜代の
大名たちも次第に全国に展開するようになりました。
幕末時点では、その数はおよそ120家ほどあったと
考えられています。

かず さ じょうざいはん ま ふ ね

上総請西藩真武根陣屋遺跡（千葉県木更津市）

解答… ⑷ 解答… ⑶

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」
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問題95

三河武士という概念に、家康公と一枚岩の強固な
きずな

絆が語り継がれてきました。彼らを引き付ける松
とうそつ

平家の当主には、三つの要素、「武勇（統率力）」「情
じ ひ かんよう そな

愛」「慈悲（寛容）」が備わっていたと、大久保彦左
しる

衛門は書き記しています。しかし、歴代の松平家
当主のなかで、この三つがいずれも欠けていた、

こくひょう

と彼が酷評しているのは誰でしょうか？

⑴ 五代 長忠 ⑵ 六代 信忠
⑶ 七代 清康 ⑷ 八代 広忠

解説 三河物語を著わした大久保彦左衛門は、
先祖の大久保家がどのような活躍をしてき

たのかを伝えようとしました。大久保忠茂が恩賞を
授けられたのは、松平七代 清康の時です。六代 信
忠が一族家臣たちの内訌を生んだのは、次の跡目を
弟の桜井松平信定にしようとしたからだとも伝えら
れます。清康ひいきの大久保家にとっては、とんで
もないことだったの
でしょう。信忠や信
定に対しては酷評を
している理由と考え
られます。

問題96

令和元年（２０１９）１１月、岡崎の玄関口のひとつ、名
き ば ぞう

鉄 東岡崎駅の北口デッキに「家康公の騎馬像」が
たけ ち よ

設置されます。これは、松平竹千代だった家康公
が、三河の国の大名として認められ、「徳川家康」
を名乗った頃の年齢をイメージして制作されてい
ます。家康公が“徳川家康”を名乗ったのは何歳の
ときだったでしょうか？

⑴25歳 ⑵35歳
⑶45歳 ⑷55歳

解説 家康公は幼少期を「竹千代」、14歳で元服
時には「元信」、17歳で初陣の際に「元康」と

名前を変えてきました。それぞれに意味のある名で
したが、２２歳の時には今川家との決別を示すために

とうりょう

「家康」と改めます。この「家」は源氏の棟梁であった
八幡太郎源義家から一字を取ったということです。
この当時から大名になることを目
指し、実現した時には「源氏」を名
乗りたいと考えていたのでしょう。
25歳の時、東三河の平定を実現す

まつえい

ると、姓を新田源氏の末裔である
徳川に複することを裁可され、戦
国大名 三河守徳川家康が誕生し
たのです。

家康公騎馬武者像
（岡崎市）
制作 神戸峰男
撮影 山崎兼慈東照山称名寺（碧南市）

解答… ⑵ 解答… ⑴

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」
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問題97

慶長２０年（１６１５）、大坂夏の陣によって、豊臣氏は
ひ だね

滅びます。すべての戦いの火種を消し去り、若き
こころざし

日の志を成し遂げた家康公は平和な時代の始まり
げんごう

を告げるべく元号を改めました。その元号は次の
うちどれでしょうか？

げん な てん な

⑴ 元和 ⑵ 天和
めい わ れい わ

⑶ 明和 ⑷ 令和

解説 元和という元号は、もともとは唐の時代
に使われたもので、大変優れた国王による

治政がなされていた「吉例」から採用されました。こ
れは家康公が平和国家創造の吉例にしたいという強
い願いがあったからだと伝えられています。大坂夏
の陣という「国家の災難」があったことを憂い、元号
を変えるという決断に至ったと伝えられます。改元
により「元和偃武」という幕府の平和への強い願いを

しゅう

内外に示したのです。150年間続いた戦国時代の終
えん

焉です。

問題98
い しん あゆ

明治維新から７７年の歩みが国を滅ぼしました。太
やぶ ぼう

平洋戦争に敗れた日本。その時、日本人はみな茫
ぜん じ しつ やまおかそうはち

然自失の時。作家 山岡荘八氏も同じ。その時、
これからの日本人が総意で取り組むべきテーマは
「平和」だと思いました。そしてある人を主題に小

いど

説に挑みました。ある人とは誰でしょうか？

⑴ 明治天皇 ⑵ 織田信長
⑶ 豊臣秀吉 ⑷ 徳川家康

解説 山岡荘八氏は「小説徳川家康」を執筆する
にあたって、家康公を「平和への求道者」と

位置付けました。これは彼自身が従軍作家として、
ま

太平洋戦争の悲惨さを目の当たりにしてきたからに
他なりません。国家というものの矛盾が、人と人を
殺しあいの世界に落とし込んでしまう恐ろしさを、
肌で感じてきたのです。小説
徳川家康は北海道新聞で連載
が始まりましたが、やがて中
日新聞などに拡大、大ヒット
となりました。平和な国家を
求める日本人の意思が、家康
公の生き方を通して具体的に
なっていったのです。

大坂夏の陣（東照社縁起絵巻） 初期のころの文庫「徳川家康」

解答… ⑴ 解答… ⑷

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」
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問題99

前問において、作家 山岡荘八氏は、その主題の
人物の資料を求め、小説の構想を練るためにある
都市に向かいました。それは次のどこでしょう
か？

⑴ 大阪 ⑵ 岡崎
⑶ 鎌倉 ⑷ 京都

解説 山岡荘八氏は、柴田顕正氏の編纂、執筆
そのしゅう い

による「徳川家康と其周囲」（旧岡崎市史別
巻）などを参考にされたようです。その文中に表さ
れる、三河の人、文化、自然、風土等々を体感する
ために、歴史の現場に立ってペンを取るために、家
康公のふるさと岡崎を幾度も訪れたのです。皆さん

いど

も山岡荘八氏の「徳川家康」に是非一度は挑んでくだ
さい。そこに登場する三河武士たちと、或いは家康
公と会話をしていただきたいと思います。

問題100

天文１１年（１５４２）、戦国の世の真ん中に生まれた家
お しょうがい へ

康公は、「重き荷を負い遠き道を行く」生涯を経て、
たいへい

乱世から泰平の世を築き、他界しました。それは、
さいげつ

日本が太平洋戦争に敗れ、「平和」を求めた歳月と
同じです。その歳月は、何年の生涯だったのでしょ
うか？

⑴65年 ⑵75年
⑶85年 ⑷100年

解説 家康公75年の生涯は、戦国のどん底から
天を仰ぐように、戦いのない社会を目指し、

いど

耐え忍び、学習し、挑み、いくつもの覚悟を超えた
が しんしょうたん

臥薪嘗胆の一生でした。太平洋戦争に敗れた日本国
ぼう だ しょう ど

民は涙滂沱して焦土に立ち、
必死で平和を求め、世界悲願
はん

の範になろうと築いてきまし
た。その歳月が、今、家康公
の生涯と同じです。75年を、
私たちは敬老と言い、後期高
齢と言い、しかし、個々の歩
みに真の「敬」を認める社会に
なるなら、それが悲願した社
会かもしれません。

松平氏・徳川将軍家の戦勝祈願所「伊賀八幡宮」
（岡崎市伊賀町）

家康公木像
（大樹寺／岡崎市鴨田町）

解答… ⑵ 解答… ⑵

「新・家康公検定 ２０１９」 「新・家康公検定 ２０１９」
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